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⒈�

加
古
川
東
高
校
を
支
え
る

　
　
　
　
　
諸
団
体
・
委
員
会
の
構
図

⒉�
清
流
会
活
動
の
要
は

　
　
　
　
全
国
各
支
部
で
あ
る
！

⑴�

加
古
川
東
高
校
を
卒
業
し
た
若
者
は
、

大
都
会
へ
行
く
。
で
あ
る
か
ら
、
東

京
・
大
阪 
両
支
部
が
重
要
。
更
に

は
、
名
古
屋
・
京
都
・
神
戸
に
は
支
部

設
立
が
必
要
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

⑵
職
域
支
部
も
公
認
し
て
い
き
た
い
。

　

�

神
戸
市
役
所
・
加
古
川
市
役
所
も
支
部

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来
は
神
戸
支

部
・
加
古
川
支
部
の
母
体
と
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

⑶�

各
エ
リ
ア
支
部
に
は
、
卒
業
生
だ
け
で

な
く
在
学
中
の
学
生
も
支
部
活
動
に
呼

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
、
京
都

に
は
京
大
・
立
命
・
同
志
社
等
々
お
そ

ら
く
１
０
０
名
以
上
の
現
役
学
生
が
居

る
。
彼
ら
と
在
京
清
流
会
会
員
の
つ
な

が
り
を
何
と
か
作
り
た
い
も
の
で
あ

る
。

⒊�

清
流
会
活
動
を

　
　
　
　
活
発
化
さ
せ
る
べ
し
！

　

本
部
・
各
支
部
・
職
域
或
い
は
同
好
会

活
動
を
活
発
に
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
参
加

者
を
増
や
そ
う
！
楽
し
け
れ
ば
人
は
集
ま

り
年
会
費
も
集
ま
る
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
春
、
赴
任

い
た
し
ま
し
た

清
瀬
欣
之
（
き

よ
せ
よ
し
ゆ
き
）

と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

令
（
美
し
く
、
麗
し
く
）
和
（
心
を
寄
せ

合
う
）
と
い
う
恒
久
平
和
の
中
で
の
夢
や

希
望
に
満
ち
た
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
本

校
の
教
育
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
の
日
本
の
人
口
は
平
成
20
年

（
2
0
0
8
年
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
始

め
、
令
和
７
年
（
2
0
2
5
年
）
ま
で
に

約
7
0
0
万
人
減
少
す
る
と
と
も
に
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
3
，
5
0
0
万
人
を

突
破
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
令
和
７
年
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

を
超
え
て
後
期
高
齢
者
と
な
る
た
め
、
国

民
の
3
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
、
5
人
に

１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
「
超
高
齢
化
社

会
」
が
到
来
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

う
な
る
と
、
労
働
人
口
の
減
少
、
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
増
加
、医
療
・

保
険
・
年
金
制
度
の
破
綻
な
ど
の
大
き
な

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
や
近
い
将
来
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
応
す
る
に
は
、若
い
世
代
が「
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
持
続
可
能
性
」
に
正

面
か
ら
向
き
合
っ
て
対
応
策
を
見
出
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
中
等
教

育
に
お
い
て
は
、
知
識
を
集
約
し
、
統
合
・

整
理
し
た
上
で
、
既
存
の
枠
組
み
を
超
え

て
、
何
が
必
要
か
を
考
え
、
積
極
的
に
新

た
な
も
の
を
創
造
す
る
態
度
を
育
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
本
年
度
か
ら
開
校
1
0
0

周
年
を
迎
え
る
令
和
６
年
ま
で
の
５
年
間

（
令
和
元
〜
５
年
）
に
お
け
る
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
「
将
来
に
お
い
て
『
正
解
』

の
な
い
社
会
を
切
り
拓
く
人
づ
く
り
」
を

策
定
し
ま
し
た
。「
自
治
創
造
︱
批
判
的

思
考
力
」、「
明
朗
親
和
︱
人
間
的
魅
力
」

を
基
に
、未
来
社
会
へ
「
挑
戦
す
る
勇
気
」

を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
に
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

大
庫
隆
夫
会
長
様
を
始
め
清
流
会
会
員

の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
多
大
な

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
は
県
内
有
数

の
多
額
の
寄
付
を
頂
き
、
普
通
教
室
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
学
校
環

境
の
充
実
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⒋�

予
告
　
今
年
の
総
会 

講
演
者

竹
花 

豊
氏
（
高
20
回
卒
）

　

石
原
都
政
の
副
知
事
、
警
察
庁
と
警
視

庁
の
幹
部
を
歴
任
、
大
分
・
広
島
県
警
本

部
長
等
々
を
歴
任
さ
れ
た
竹
花
氏
に
在
職

中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
々
を
語
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
４
日 

総
会
に
、
皆
さ
ん
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各支部 
（会員 2万名以上）

奨学金財団 
（20～30名で運営） 

清流会

PTA 加古川東
高　校

直前PTA会長 
元 PTA役員組織 

OB団体 

青松会後援会

学校評議員会 （５名）

（大学教授８名）ＳＳＨ運営審議会
  

学
校
長
あ
い
さ
つ

校
　
長
　
清
　
瀬
　
欣
　
之

  

最
大
の
団
体
と
し
て
の
責
任

清
流
会
会
長
　
大
　
庫
　
隆
　
夫
（
高
28
回
）
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平
成
30
年
度
大
阪
清
流
会
総
会

は
総
勢
61
名
の
盛
会
で
し
た
。
今

年
は
大
阪
大
学
医
学
部
臨
床
教
授

と
し
て
後
進
の
指
導
を
さ
れ
な
が

ら
、
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
内
科

医
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
高

校
26
回
卒
業
の
幸
原
晴
彦
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
健
康
よ
も
や
ま
話
」

先
生
の
新
聞
記
事
「
脂
肪
は
心
の

鎧
」
の
他
、
健
康
に
関
す
る
お
話

リ
ス
ト
の
中
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を

募
り
お
話
い
た
だ
く
こ

と
で
、
皆
さ
ん
改
め
て

健
康
に
つ
い
て
の
大
切

さ
を
実
感
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を
考
え

る
よ
い
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
岡
山
清
流
会
本

部
副
会
長
よ
り
清
流
会

本
部
の
活
動
等
に
つ
い

て
、
佐
野
教
頭
先
生
よ

り
母
校
後
輩
の
活
躍
ぶ

り
に
つ
い
て
近
況
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ラ
ッ
キ
ー
抽

選
会
で
は
、
ふ
る
さ
と

の
銘
菓
や
同
窓
生
の
造

ら
れ
た
お
酒
な
ど
、
豪

華
な
景
品
に
、
司
会
の

糟
谷
千
恵
子
さ
ん
を
中

心
に
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
は
、
高

ら
か
に
中
学
校
歌
を
斉

唱
さ
れ
た
最
高
齢
の
中
19
回
卒
業

の
伊
藤
様
よ
り
校
歌
に
纏
わ
る
思

い
出
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

続
い
て
、
高
校
校
歌
を
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
杉
原
真
理
子
氏（
高
21
回
）

の
素
晴
ら
し
い
先
導
で
唱
和
し
ま

し
た
。

　

い
つ
も
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
楽
し
い

総
会
と
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
致
し

ま
す
。

　
「
3
0
0
名
を
超
え
よ
う
！！！
」

　

一
昨
年
の
東
京
支
部
の
同
窓
会

で
あ
る
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
慰

労
会
兼
反
省
会
で
お
も
む
ろ
に
切

り
出
し
た
。
何
の
確
信
も
無
か
っ

た
が
、
支
部
長
と
し
て
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。

　

私
が
2
0
0
4
年
に
支
部
長
を

拝
命
し
た
初
年
度
は
1
1
6
名
の

参
加
で
あ
っ
た
。
多
け
れ
ば
良
い

訳
で
は
な
い
が
、
数
が
パ
ワ
ー
に

な
る
時
も
あ
る
。
以
来
15
年
間
、

平
成
の
半
分
を
支
部
長
と
し
て
勤

め
て
来
た
が
、
直
近
の
７
年
連
続

を
含
む
８
年
は
参
加
者
で
2
0
0

名
を
超
え
た
。
し
か
し
な
が
ら

3
0
0
名
に
は
、
何
故
か
後
一
歩

足
ら
な
か
っ
た
。

　

私
の
「
無
茶
振
り
」
か
ら
支
部

の
役
員
・
支
部
長
ス
タ
ッ
フ
は
、

目
玉
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
（
日

本
テ
レ
ビ
・
政
治
部
解
説
委
員
の

小
西
美
穂
さ
ん
）の
選
定
は
勿
論
、

東
京
支
部
の
強
み
で
あ
る
年
次
幹

事
を
ダ
ブ
ル
配
置
す
る
な
ど
あ
ら

ゆ
る
工
夫
を
尽
く
し
て
く
れ
た
。

　

結
果
、
2
0
1
8
年
11
月
９
日

の
当
日
で
は
春
の
新
卒
者
・
高
70

回
生
８
名
を
含
め
て
総
勢
3
0
2

名
の
参
加
を
得
た
。

　

こ
れ
は
東
京
支
部
で
は
初
め

て
、
ま
た
本
部
を
含
め
た
清
流
会

の
長
い
歴
史
の
中
で
も
快
挙
に
な

っ
た
と
思
う
。
知
恵
を
絞
っ
て
く

れ
た
東
京
支
部
の
役
員
・
支
部
長

ス
タ
ッ
フ
、
強
力
な
集
客
力
を
発

揮
し
て
頂
い
た
年
次
幹
事
、
快
く

当
日
の
受
け
付
け
を
引
き
受
け
て

く
れ
た
若
手
の
皆
さ
ん
、
ク
イ
ズ

の
豪
華
な
懸
賞
品
を
提
供
頂
い
た

皆
さ
ん
、
そ
し
て
加
古
川
か
ら
手

厚
い
支
援
を
し
て
頂
い
た
本
部
や

学
校
の
皆
さ
ん
全
員
に
、
改
め
て

感
謝
致
し
ま
す
。

　

今
年
の
も
う
一
つ
の
ビ
ッ
グ
ニ

ュ
ー
ス
は
高
25
回
・
渋
谷
秀
樹
氏

（
立
教
大
学
・
大
学
院
教
授
）
の

著
書
「
憲
法
へ
の
招
待
」
が
全
国

の
高
校
「
現
代
文
B
」
教
科
書
に

採
用
さ
れ
た
事
。
母
校
で
も
生
徒

さ
ん
が
先
輩
の
著
書
を
授
業
で
学

ん
で
い
る
。
こ
の
快
挙
を
き
っ
か

け
に
、
東
高
図
書
室
に
も
卒
業
生

の
書
い
た
本
が
寄
せ
ら
れ
た
「
清

流
文
庫
」
を
実
現
し
て
頂
い
た
。

こ
れ
か
ら
末
永
く
清
流
会
の
良
き

伝
統
と
な
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま

す
。

　

最
後
に
提
言
と
お
願
い
。
長
ら

く
東
京
支
部
長
を
さ
せ
て
頂
い
て

つ
く
づ
く
必
要
だ
と
思
う
の
は
次

の
３
点
。

　

１
つ
目
は
支
部
の
財
政
問
題
。

特
に
東
京
は
物
価
も
高
く
活
発
な

支
部
活
動
を
支
え
る
健
全
な
財
政

の
裏
付
け
は
必
須
。
２
つ
目
は
、

加
古
川
か
ら
の
情
報
支
援
。
特
に

新
卒
の
上
京
者
の
情
報
は
大
切
。

３
つ
目
は
過
度
な
負
担
を
一
部
の

個
人
に
集
中
し
な
い
よ
う
な
組
織

づ
く
り
。

　

こ
の
中
で
、
財
政
問
題
は
本
部

で
も
既
に
取
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

大
庫
会
長
が
創
設
さ
れ
た
評
議
員

制
度
で
の
今
後
の
議
論
を
待
ち
た

い
。

　

ま
た
、
私
個
人
と
し
て
は
令
和

の
時
代
に
相
応
し
い
東
京
支
部
の

N
e
x
t 

G
e
n
e
r
a
t
i
o

n
の
サ
ポ
ー
ト
を
最
後
の
仕
事
と

し
た
い
。

　

今
年
の
「
東
京
支
部
・
同
窓
生

の
集
い
2
0
1
9
」
は
11
月
８
日

（
金
）
で
す
。
是
非
東
日
本
一
円
、

加
古
川
か
ら
も
ご
参
加
下
さ
い
。

（
ピ
ム
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ

ッ
ド
取
締
役
最
高
経
営
責
任
者
）

支
部
長
　
松
井
　
昭
憲
（
高
30
回
）

◦
東
京
支
部
「
過
去
最
多
3
0
2
名
の
同
窓
生
の
集
い
2
0
1
8
」

地
域
・
職
域
支
部
だ
よ
り

支
部
長
　
山
本
　
俊
輔
（
高
25
回
）

◦
大
阪
支
部　

平
成
三
十
年
度
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今
年
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和

に
変
わ
っ
た
。

　

令
和
が
『
万
葉
集
』
か
ら
の
引

用
だ
と
報
道
さ
れ
る
と
、
本
屋
に

は
早
く
も
『
万
葉
集
』
関
係
の
出

版
物
が
あ
ふ
れ
、
人
々
の
関
心
も

『
万
葉
集
』
へ
目
を
向
け
て
い
る
。

　

そ
の
『
万
葉
集
』
に
印
南
国
原

と
奈
良
と
の
因
縁
が
記
さ
れ
て
い

る
。
中
大
兄
皇
子
の
歌
で
あ
る
。

詠
ま
れ
た
歌
は
大
和
三
山
の
恋
争

い
伝
承
と
『
播
磨
国
風
土
記
』
の

そ
の
仲
裁
伝
承
に
関
す
る
も
の
だ

と
い
う
。

　

我
々
が
居
を
置
く
奈
良
の
地

と
、
母
校
の
地
が
斯
く
も
昔
か
ら

縁
が
あ
っ
た
な
ん
て
、

何
か
し
ら
わ
く
わ
く

し
て
く
る
。

　

清
流
会
奈
良
支
部

を
「
わ
か
く
さ
会
」

と
称
し
て
毎
年
９
月

の
第
一
日
曜
日
に
、

総
会
と
懇
親
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

平
成
最
後
の
会
は

昨
年
９
月
２
日
に
近

鉄
奈
良
駅
近
く
の
四

季
旬
菜
大
和
路
で
行

っ
た
。

　

参
加
人
数
は
少
な

か
っ
た
が
、
本
校
か

ら
は
小
南
克
己
校
長

先
生
と
井
上
浩
義
校

内
幹
事
を
、
本
部
か

ら
は
、
大
庫
隆
夫
会

開
催
日

　

平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）

開
催
場
所

　

キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル

　

大
庫
本
部
会
長
ら
ご
臨
席
の

下
、
総
数
31
名
で
開
催
。
平
田
支

部
長
、
本
部
関
係
者
の
ご
挨
拶
に

続
き
、
会
計
担
当
者
の
会
計
報
告

等
の
あ
と
来
賓
三
木
英
一
先
生
の

　

平
成
31
年
の
総
会
を
２
月
14
日

に
西
明
石
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
部
か
ら
大

庫
会
長
、
鈴
木
副
会
長
、
母
校
か

ら
小
南
校
長
先
生
、
松
下
先
生
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
中
17
回
生
か

ら
高
49
回
生
ま
で
の
48
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

母
校
の
近
況
報
告

や
森
本
支
部
長
（
高

21
回
）
に
「
世
界
水

紀
行
︱
モ
ロ
ッ
コ
編

︱
」
と
題
し
、
８
日

間
、
約
2
，0
0
0
キ

ロ
に
わ
た
る
モ
ロ
ッ

コ
の
地
下
水
路（
フ
ォ

ガ
ラ
…
一
般
的
に
は

カ
ナ
ー
ト
）
を
巡
る

旅
、
特
に
砂
漠
に
挑

ん
だ
人
間
の
知
恵
の

凄
さ
に
改
め
て
感
動

し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
沢
山
の
映
像
を

交
え
な
が
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
会

で
は
、
今
年
度
は
出

身
中
学
校
毎
に
テ
ー

ブ
ル
を
配
置
し
、
回

生
を
超
え
た
交
流
を

深
め
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
あ
っ
と

い
う
間
に
楽
し
い
時

間
が
過
ぎ
、
校
歌
を

斉
唱
、
記
念
撮
影
の

後
、
閉
会
し
ま
し

長
と
岡
田
義
則
副
会
長
を
お
迎
え

し
て
の
賑
や
か
な
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

先
生
方
に
は
遠
路
お
越
し
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

古
都
連
合
初
会
合
に
な
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
が
京
都
か
ら
参
加
者
ら

が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
翌
年
に
期

待
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

令
和
元
年
の
初
会
合
、
加
古
川

在
住
の
同
窓
に
講
演
を
お
願
い
し

て
い
る
。
古
都
連
合
の
佳
い
始
ま

り
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

乾
杯
で
懇
親
会
へ
。

　

庄
司
会
員
（
高
25
回
）
の
司
会

で
進
行
し
、
昨
年
に
続
い
て
お
招

き
し
た
島
崎
純
子
さ
ん
（
高
43
回
）

の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
、
若
手
会
員
を

中
心
に
皆
で
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
、

昨
年
よ
り
出
席
者
が
減
少
し
た
の

を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
大
騒
ぎ

の
同
窓
会
と
な
り
、
最
後
は
、
い

つ
も
の
よ
う
に
校
歌
斉
唱
、
記
念

撮
影
を
し
て
終
了
し
た
。

た
。

　

来
年
度
の
総
会
は
、
２
月
13
日

（
木
）
に
同
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
明
石
市
内
に
在
住
・

在
勤
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

わ
か
く
さ
会
　
会
長
　
板
倉
　
白
雨
（
高
18
回
）

◦
奈
良
支
部
《
小
さ
な
会
で
す
が
古
都
連
合
に
向
け
て
続
け
て
い
ま
す
》

　
榎
本
　
雅
子
（
高
42
回
）

◦
明
石
支
部

支
部
長
　
平
田
　
建
喜
（
高
19
回
・
弁
護
士
）

◦
姫
路
支
部 

総
会
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平
成
30
年
度
清
流
会
神
戸
教
職

員
支
部
の
総
会
懇
親
会
が
、
平
成

31
年
2
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時

よ
り
、
神
戸
駅
前
の
天
安
閣
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
流
会
副
会

長
の
大
西
淳
滋
郎
氏
の
ご
挨
拶
に

続
き
、
母
校
校
長
の
小
南
克
己

氏
、
教
頭
の
佐
野
正
明
氏
よ
り
近

況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後

輩
達
の
活
躍
ぶ
り
に
一
同
大
い
に

感
心
さ
せ
ら
れ
、
母
校
の
発
展
を

祈
念
し
て
、
乾
杯
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

年
々
出
席
者
が
減
少
し
、
幹
事

は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
長
田
淳
氏
を
は
じ
め
、
若

い
会
員
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
恒
例
の
会
員
近
況
報

告
で
は
、
高
校
時
代
の
思
い
出
話

　

第
30
回
支
部
総
会
を
30
年
７
月

１
日
（
日
）、稲
美
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
本
部
か
ら
岡
山
幸
義

副
会
長
、
母
校
か
ら
小
南
克
己
校

長
、
鵜
飼
義
人
校
内
幹
事
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

73
名
。
平
成
元
年
の
稲
美
支
部
結

成
か
ら
歴
史
を
積
み
重
ね
、
現
在

に
至
り
ま
し
た
こ
と
、
諸
先
輩
方

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
第
一
部
で
は
、
前

年
の
高
砂
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
報

告
、
秋
の
播
磨
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
大
西
奉
文
氏
（
高
26

回
、
大
西
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）
に
講
演
「
生
涯
現
役 

〜
ガ
ン
の
早
期
発
見
と
寝
た
き
り

予
防
の
た
め
に
〜
」
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
専
門
の
整
形
外
科
分
野

で
の
治
療
や
、
多
く
の
医
療
・
介

護
施
設
の
運
営
か
ら
得
ら
れ
た
知

見
を
も
と
に
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
、「
楽
し
く
元
気
に
」
の
精
神
の

　

12
月
４
日
、
平
成
30
年
度
県
庁

支
部
総
会
が
、
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ

ザ
六
甲
荘
で
開
催
さ
れ
た
。
会
員

数
は
2
7
6
名
、
当
日
は
来
賓
と

し
て
、
名
誉
会
員
の
釜
谷
、
岡
両

県
議
会
議
員
、
清
流
会
本
部
か
ら

岡
田
、
鈴
木
両
副
会
長
、
加
古
川

市
か
ら
藤
田
代
表
監
査
委
員
、
小

南
校
長
等
を
お
迎
え
し
、
74
名
が

参
加
。
会
長
の
畠
人
事
委
員
会
事

務
局
長
の
挨
拶
に
続
き
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
私
古
川

但
馬
県
民
局
長
が
選
任
さ
れ
た
。

県
庁
内
で
最
大
勢
力
と
な
っ
て
お

り
、
来
る
創
立
1
0
0
周
年
に
向

け
、
５
年
計
画
で
参
加
者
1
0
0

人
超
え
を
目
指
そ
う
と
呼
び
か
け

等
も
飛
び
出
し
、
終
始
笑
い
に
包

ま
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
と

な
り
ま
し
た
。

た
。
小
南
校
長
か
ら
の
母
校
の
近

況
報
告
の
後
、
岡
田
副
会
長
の
発

声
で
乾
杯
。

　

和
や
か
に
交
流
が
進
む
中
、
新

規
採
用
職
員
６
名
か
ら
の
今
後
の

抱
負
な
ど
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
挨
拶
で

盛
り
上
が
り
、
最
後
に
、
元
応
援

団
の
吉
田
健
祐
さ
ん
（
高
65
回
）

に
よ
る
エ
ー
ル
に
続
き
、
全
員
で

声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
同

窓
の
絆
を
深
め
た
。

大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
三
部
で
は

地
酒
「
稲
加
之
誉
」
で
乾
杯
し
て

親
睦
を
深
め
、
お
互
い
の
健
康
と

再
会
を
約
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
支
部
会
長
交
代
に
伴
い
、

支
部
会
長
東
京
在
住
に
つ
き
当
支

部
（
関
西
中
心
）
は
総
会
開
催
困

難
で
あ
り
、
未
開
催
で
あ
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
は
、
５
〜
６
月
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
よ
り
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
の
総
会
の

ご
報
告
は
出
来
な
い
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今年度の支部総会・年次会など
東　京　支　部	 2019年11月８日	 松井　昭憲	
	 アルカディア市ケ谷

大　阪　支　部	 2019年9月28日	 山本　俊輔	
	 大阪神仙閣

奈　良　支　部	 2019年９月１日	 板倉　白雨

姫　路　支　部	 2020年２月	 平田　建喜

明　石　支　部	 2020年２月13日	 森本　眞一	
	 キャッスルプラザ

稲　美　支　部	 2019年７月７日	 西川征志郎	
	 稲美町コミュニティーセンター

県　庁　支　部	 2019年10月	 古川　直行

神戸教職員支部	 2020年２月22日	 池田　浩二

三井住友銀行	 未　　定	 岸本　享祐

高10回	 2019年9月16日	 神吉　省三

高25回	 2020年1月3日	 澤田　敏郎

　
松
井
　
勝
美
（
高
24
回
）

◦
神
戸
教
職
員
支
部

◦
平
成
30
年
度
県
庁
支
部
総
会 

　
　
　
　
　
　
　

〜
同
窓
の
絆
を
確
か
な
も
の
に
〜

支
部
長
　
古
川
　
直
行
（
高
30
回
）

支
部
長
　
西
川
　
征
志
郎
（
高
12
回
）

◦
稲
美
支
部

　
大
濵
　
良
平
（
高
48
回
）

◦
三
井
住
友
銀
行
支
部
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毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓
会

で
あ
る
が
久
し
ぶ
り
に
地
元
加

古
川
で
と
の
希
望
も
あ
り
、
今

年
は
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
『
東

京
田
村
』
で
開
催
し
た
。

　

案
内
の
返
事
に
は
体
調
不
良
、

病
気
療
養
中
の
方
が
多
く
、
参

加
者
は
毎
年
減
少
し
て
い
る
が
、

今
年
は
一
名
増
加
し
て
12
名
の

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
、
し
か

し
今
年
も
５
名
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
90
才
と
も
な
る
と
、
仕
方

の
な
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

久
し
ぶ
り
の
加
古
川
で
の
開

催
で
あ
り
、
懐
し
さ
尽
き
ぬ
話

で
も
り
上
が
り
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
時
間
が
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。
最
後
に
校
歌
『
流

れ
て
つ
き
ぬ
加
古
の
川
』
を
斉

唱
し
て
来
年
の
再
会
を
約
し
て

別
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
加
古
川
組
が
担
当
で

実
施
し
ま
す
。

（
参
加
者
）

井
上　

禮
次
郎
（
三
木
）

岩
本　

隆
夫
（
加
古
川
）

植
田　
　

毅
（
神
戸
）

大
西　

賢
一
（
明
石
）

金
川　

俊
成
（
加
古
川
）

小
南　

通
員
（
加
古
川
）

竹
内　
　

隆
（
神
戸
）

玉
垣　

喜
三
（
尼
崎
）

仁
川　

和
良
（
加
古
川
）

西
野　

和
豊
（
高
砂
）

宮
永　

弘
兄
（
加
古
川
）

森
玉　

武
文
（
神
戸
）

以
上
12
名
（
敬
称
略
）

　
「
忘も
う

己こ

利り

他た

」
と
瀬
戸
内
寂
聴

さ
ん
が
話
さ
れ
た
。調
べ
る
と「
己

を
忘
れ
て
、
他
に
尽
く
せ
」
だ
っ

た
。

　

同
窓
会
は
、
そ
の
一
番
の
場
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
会
の
世
話

を
し
、
出
会
い
の
機
会
を
作
り
、

交
友
〜
交
遊
の
輪
を
広
け
る
。

　

し
か
し
、
歳
々
年
々
人
同
じ
か

ら
ず
で
、
女
子
は
微
減
、
男
子
は

半
減
し
、
残
る
1
／
3
は
音
信
不

通
、
1
／
3
が
病
床
、
辛
う
じ
て

20
名
弱
の
中
の
一
病
息
災
が
集
ま

る
。

　

会
は
少
数
老
兵
と
な
り
、
談
論

風
発
は
な
く
、
美
（
微
）
食
を
前

に
し
て
静
か
に
話
し
合
っ
て
い

る
。

　

自
己
紹
介
で
は
、
病
気
を
克
服

し
て
の
日
常
や
、
健
康
談
義
、
社

会
奉
仕
等
の
現
況
報
告
が
あ
っ

た
。

　
「
歩
く
歌
」「
里
の
秋
」「
鈴
懸

の
径
」
等
を
元
気
に
唱
和
し
、
お

互
い
の
健
勝
を
願
っ
て
別
れ
た
。

　

燦
三
会
が
、
飽
く
な
く
生
き
続

け
る
目
標
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　
「
も
う
は
ま
だ
な
り
」「
ま
だ
は

も
う
な
り
」
だ
が
、
米
寿
を
前
に

「
ま
だ
こ
り
ず
」
に
会
を
続
け
る
。

次
回
＝
令
和
元
年
11
月
3
日（
日
）

「
年
々
歳
々
花
相
似
た
り　

　
　

歳
々
年
々
人
同
じ
か
ら
ず
」

　

新
元
号
ま
で
あ
と
数
日
を
残
す

の
み
と
な
っ
た
4
月
23
日
、
今
で

は
恒
例
に
な
っ
て
い
る
高
6
回
卒

業
生
の
同
窓
会
を
も
っ
た
。
い
わ

ば
平
成
最
後
の
同
窓
会
で
あ
る
。

参
加
会
は
41
名
。
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

の
一
階
の
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
。

　

こ
こ
6
年
ほ
ど
前
年
実
施
し
て

き
た
が
こ
の
ホ
ー
ル
で
の
開
催
は

初
め
て
で
あ
っ
た
。
も
う
83
歳
と

高
齢
に
な
っ
て
き
た
の
で
そ
の
日

の
体
調
に
よ
っ
て
は
欠
席

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
よ
う
な
返
事
も
あ
っ
た

が
、
千
葉
、
東
京
、
横
浜

な
ど
遠
方
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、
い
つ
も
の
よ
う
に

会
の
雰
囲
気
は
盛
り
上
が

っ
た
。

　

顔
を
合
わ
せ
ば
、
み
ん

な
自
分
の
体
調
の
こ
と
な

ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
好
き

勝
手
な
お
し
ゃ
べ
り
に
花

を
咲
か
せ
、
老
春
を
た
の

し
む
こ
と
と
な
っ
た
。
中

に
は
、
同
窓
生
で
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
よ
う

と
声
高
に
呼
び
か
け
る
も

の
も
い
た
。
高
齢
者
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
今
は
盛

ん
で
あ
る
だ
け
に
グ
ル
ー

プ
を
組
ん
で
や
る
と
楽
し

い
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が

ら
聞
い
て
い
た
。
し
か

し
、
何
と
い
っ
て
も
う
れ

し
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
参
加
し
な
か
っ
た
も
の
が
顔
を

出
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

元
気
を
も
ら
っ
た
思
い
で
あ
っ

た
。

　

桜
吹
雪
、
は
な
み
ず
き
、
牡
丹

な
ど
季
節
は
は
な
や
か
に
過
ぎ
て

い
く
。
こ
の
季
節
の
移
ろ
い
が
、

こ
の
ご
ろ
特
に
は
や
く
感
じ
ら
れ

る
。
来
年
も
ま
た
元
気
で
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
祈

っ
て
閉
会
し
た
。

　
大
西
　
賢
一

中
21
・
高
1

平
成
30
年
度 

同
窓
会

年
次
会
だ
よ
り

年
次
幹
事
　
畑
谷
　

一

高
3
回

も
う
こ
り
た

（
燦
三
会
）

　
前
田
　
功
　

高
6
回

老
春
を
た
の
し
む
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『
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、
ま

た
楽
し
か
ら
ず
や
』
人
生
の
楽
し

み
の
一
つ
は
、
友
人
と
と
も
に
酒

を
く
み
か
わ
し
、
歓
談
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
各
種
事
情
で
遠
隔
地

に
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

り
、
さ
い
た
ま
、
名
古
屋
、
滋

賀
、
そ
の
よ
う
な
遠
い
場
所
か

ら
、
ま
た
久
方
ぶ
り
の
近
場
か
ら

訪
ね
て
き
た
学
友
と
、
生
き
て
い

る
証
の
証
明
、
近
況
報
告
、
意
見

交
換
し
た
り
す
る
の
は
、
同
窓
会

の
目
的
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

８
回
生
は
、
今
ま
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
年
に
開
催
し
て
い
た
が
、
前

回
の
傘
寿
同
窓
会
で
短
縮
意
見
が

あ
り
、
平
成
最
後
の
同
窓
会
と
銘

打
ち
平
成
30
年
11
月
９
日
開
催
し

た
。

　

参
加
者
52
名
（
男
子
35
名
、
女

子
17
名
）
卒
業
生
3
6
6
名
（
男

子
４
ク
ラ
ス
2
1
5
名
、
女
子
３

ク
ラ
ス
1
5
1
名
）

　

対
外
的
に
は
男
女
共
学
、
内
部

別
で
は
男
子
校
、
女
子
校
。
こ
の

年
に
な
っ
て
も
受
付
で
異
性
確
認

が
あ
や
ふ
や
で
あ
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
大
庫
隆
夫
清
流

会
会
長
、
佐
野
正
明
教
頭
の
ご
臨

席
を
賜
り
大
い
に
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た
。
特
に
同
窓
会
費

納
入
促
進
の
依
頼
を
受
け
た
。

　

物
故
者
88
名 

鶴
林
寺 

幹
栄
盛

長
老
に
よ
り
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　

診
察
券
や
薬
の
数
で
優
劣
を
競

っ
た
り
、
高
３
回
生
畑
谷

一

先
輩
提
供
の
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料

（
過
去
の
加
古
等
）
で
話
題
も
膨

ら
み
近
況
を
話
し
合
っ
た
り
と
楽

し
い
時
間
が
経
過
し
た
。

　

応
援
歌
「
日
岡
の
山
に
陽
は
映

え
て
」
作
詞
し
た
西
島
（
逸
見
）

三
恵
さ
ん
も
参
加
。
楽
譜
が
見
つ

か
ら
ず
伴
奏
で
き
な
か
っ
た
が
、

数
名
の
方
の
リ
ー
ド
で
応
援
歌
と

校
歌
を
歌
う
。

　

風
邪
ひ
く
な
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る

な
、
転
ぶ
な
、
無
理
す
る
な
、
泣

き
ご
と
言
う
な
、
を
心
が
け
て
２

年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
で
の
再

会
を
約
し
て
閉
会
し
た
。

　

昭
和
32
年
卒
業
の
９
回
生
は
80

歳
に
な
る
。
今
の
日
本
は
、
未
曾

有
の
長
寿
社
会
を
迎
え
た
。『
百

歳
人
生
』
と
言
う
大
海
を
海
図
を

持
た
ず
に
航
海
す
る
こ
と
に
な

る
。
日
々
の
生
活
、自
身
の
健
康
、

介
護
な
ど
そ
こ
に
あ
る
の
は
悠
々

自
適
の
老
後
と
い
う
牧
歌
的
な
世

界
で
は
な
い
。
残
り
の
人
生
を
い

か
に
生
き
る
か
と
い
う
、
重
苦
し

い
課
題
だ
。
こ
れ
ま
で
の
古
典
や

哲
学
、
人
生
論
を
あ
て
は
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
人

　

秋
晴
れ
の
平
成
30
年
10
月
17

日
、
第
11
回
生
の
18
回
目
の
同
窓

会
が
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
（
１
年
半

前
）
の
同
窓
会
か
ら
８
名
減
の
78

名
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
初
め
て
清
流
会
会
長
の
大
庫

隆
夫
氏
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
樽

本
庄
一
氏
の
司
会
で
開
会
す
れ
ば

学
生
時
代
に
戻
っ
た
か
と
錯
覚
す

る
よ
う
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

１
回
目
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

た
の
は
高
校
を
卒
業
し
て
ち
ょ
う

生
下
山
の
時
期
は
『
孤
高
』
の
時

間
を
楽
し
み
、
老
い
に
伴
う
体
や

心
の
不
調
を
穏
や
か
に
受
け
入

れ
、自
立
し
た
生
き
方
を
心
が
け
、

青
春
時
代
の
甘
酸
っ
ぱ
い
出
会
い

に
想
い
を
馳
せ
る
。
社
会
的
な
し

が
ら
み
か
ら
は
身
を
引
き
、
自
分

の
想
い
に
忠
実
に
生
き
て
い
こ

う
。80
歳
は
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
だ
。

　

こ
ん
な
思
い
の
も
と
、
平
成
30

年
９
月
27
日
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
76

名
が
集
ま
っ
た
。

ど
20
年
目
の
年
、
久
々
に
会
う
同

級
生
の
姿
に
一
喜
一
憂
（
笑
）
し

た
も
の
で
し
た
。あ
れ
か
ら
40
年
、

資
料
作
成
で
は
後
藤
太
原
麿
氏
と

杉
本
元
美
さ
ん
の
ご
尽
力
い
た
だ

き
今
ま
で
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た

が
、
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
幹

事
の
体
に
も
あ
ち
こ
ち
に
ガ
タ
が

き
て
い
ま
す
。
本
当
に
残
念
で
す

が
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
同
窓
会

は
、次
回
で
最
後
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
の
同
窓

会
を
盛
大
に
開
催
す
る
た
め
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　令和元年（2019年）9月16日
（敬老の日）に傘寿記念同窓会
を加古川プラザホテルにて11時
から開催します。多くの皆様の
ご出席をお待ちしております。
詳細は後日、ご連絡いたします。
　これまでほぼ、5年毎に同窓
会を実施していましたが、喜寿
同窓会から早くも3年を経過し
た今年、傘寿を記念して同窓会
を計画いたしました。
　次の節目は8年後の米寿、残
り少ないこれからの人生、同窓
の皆さんとお会いすることを楽
しみにしております。

高校10回卒業生の皆様へ
傘寿記念同窓会のお知らせ

傘寿記念同窓会　発起人一同

代
表
幹
事
　
冨
田
　
銕
哉

高
８
回

幹
事
　
十
倉
　
茂
明

高
９
回

80
歳
記
念
同
窓
会

年
次
幹
事
　
内
田
　
明
美

高
11
回

平
成
最
後
の
年

司会をする角田忠徳君。高校
野球県予選でベスト４に残っ
たときのエースだ。
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本
年
３
月
９
日
（
土
）
に
加
古

川
市
尾
上
町
の
ミ
ル
・
ア
ン
ジ
ュ

で
約
20
年
ぶ
り
の
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
松
井
賢
先
生
、
村
田

和
繁
先
生
、
森
元
述
先
生
、
小
林

英
之
先
生
、
橘
幸
男
先
生
、
岡
田

敏
康
先
生
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
1
5
0
名
の
同
窓
生
と
と
も

に
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

畠
房
生
君
と
角

谷
雅
恵
さ
ん
に
よ

る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
司
会
で
進
行

し
、
大
山
健
次
君

の
開
会
あ
い
さ

つ
、
村
田
和
繁
先

生
の
恩
師
代
表
あ

い
さ
つ
、
そ
し
て

福
田
一
夫
君
の
乾

杯
の
発
声
に
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。

歓
談
中
に
全
員
に

よ
る
自
己
紹
介
、

そ
し
て
崎
村
真
君

と
岡
田
朋
子
さ
ん

の
代
表
近
況
報
告

と
続
き
、
今
回
の

幹
事
長
の
朝
田
博

君
に
よ
る
一
発
芸

で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
終
始
明
る

く
和
や
か
な
同
窓

会
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
井
岡
ユ

リ
さ
ん
の
リ
ー
ド

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
舛
賀
文
博
君

の
閉
会
あ
い
さ
つ
、
下
村
浩
司
君

に
よ
る
記
念
撮
影
と
、
あ
っ
と
い

う
間
の
３
時
間
で
し
た
。
昔
話
に

花
が
咲
き
名
残
が
尽
き
ま
せ
ん

が
、
再
会
を
誓
い
合
い
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
９
月
24
日
（
月
）
正

午
よ
り
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
平
成
最
後
の
第
９
回
同

窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は

ほ
と
ん
ど
が
後
期
高
齢
者
の
丁
度

75
歳
を
迎
え
ま
す
。

　

65
名
が
出
席
の
下
、
冒
頭
、
前

回
か
ら
今
回
ま
で

の
間
の
４
名
の
訃

報
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
第
１
部
は

記
念
撮
影
、
開
会

の
辞
、
物
故
者
の

た
め
の
黙
祷
、
世

話
人
挨
拶
・
乾
杯
、

歓
談
タ
イ
ム
、
校

歌
斉
唱
、
閉
会
の

辞
の
順
序
で
約
２

時
間
、
高
校
時
代

に
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
下

の
加
古
川
倶
楽
部

に
場
所
を
変
え
て

二
次
会
を
行
い
、

40
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

幹
事
か
ら
は
、

現
校
長
が
東
高
卒

業
生
で
あ
る
こ

と
、
学
区
制
が
変

更
さ
れ
明
石
地
区

な
ど
か
ら
30
余
名

が
通
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
新
し
い

話
題
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
回
は
年
号
が
新
し
く
な
っ
た

３
年
後
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
再
会

で
き
る
よ
う
約
束
し
散
会
し
ま
し

た
。

　

8
月
12
日
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
第
６
回
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
87
名
も
前

期
高
齢
者
に
な
り
ま
し
た
。
出
席

い
た
だ
い
た
三
木
英
一
先
生
、
茨

木
信
行
先
生
、
橘

幸
男
先
生
も
ま
す

ま
す
お
元
気
で
会

を
盛
り
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

例
年
、
1
組
か

ら
9
組
ま
で
ク
ラ

ス
ご
と
に
近
況
報

告
を
す
る
の
で
す

が
、
各
々
の
一
言

が
年
と
と
も
に
長

く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

清
流
24
同
窓
会

グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

を
作
成
し
た
リ
、

集
合
写
真
を
当
日

に
手
渡
す
こ
と
が

で
き
た
り
、
約
20

名
の
幹
事
を
中
心

に
賑
や
か
な
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

５
年
後
、
70
歳

古
希
の
記
念
同
窓

会
で
の
再
会
を
楽

し
み
に
２
次
会
3

次
会
へ
と
続
き
ま

し
た
。

　
大
岩
　
紘
　

高
14
回

第
９
回 

同
窓
会

代
表
幹
事
　
小
林
　
泰
造

高
24
回

平
成
最
後
の
同
窓
会

　
加
古
　
博
志

高
26
回

20
年
ぶ
り
の
開
催
に
1
5
0
名
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令
和
元
年
５
月
４
日
、
加
古
川

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
高
40

回
生
卒
業
30
周
年
の
節
目
に
あ
た

り
、
全
体
同
窓
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
恩
師
、
同
級

生
の
方
々
で
残
念
な

が
ら
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
慰

霊
の
気
持
ち
を
込
め

て
黙
祷
を
さ
さ
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

同
窓
会
は
、
恩
師

の
先
生
方
も
含
め
総

勢
1
2
3
名
の
方
々

に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
二
次
会
も
含
め

て
４
時
間
、
あ
っ
と

い
う
間
の
と
て
も
楽

し
い
時
間
で
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
お

一
人
ず
つ
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
学
生
時

代
の
授
業
さ
な
が
ら

に
熱
の
こ
も
っ
た
貴

重
な
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
御
尽
力

を
賜
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

時
間
と
い
う
も
の
は
思
っ
て
い

る
よ
り
も
速
く
過
ぎ
て
い
く
こ
と

を
最
近
強
く
意
識
し
て
し
ま
い
ま

す
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
番
組
で
話

題
に
な
る
人
達
は
ほ
ん
の
少
し
前

ま
で
は
ほ
と
ん
ど
年
上
だ
っ
た
の

に
、
今
は
将
棋
の
藤
井
七
段
や
卓

球
の
張
本
選
手
等
年
下
の
人
が
ど

ん
ど
ん
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
お
気
に
入
り
の

小
説
の
主
人
公
の
年
齢
を
追
い
越

し
て
い
ま
し
た
し
、
さ
ら
に
今
回

の
同
窓
会
で
は
当
然
、
参
加
し
て

く
れ
た
同
級
生
は
ス
ー
ツ
や
ド
レ

ス
を
着
て
い
て
、
記
憶
の
中
の
学

ラ
ン
や
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
た

彼
ら
と
は
か
け
離
れ
て
い
て
違
和

感
が
凄
か
っ
た
で
す
。
時
間
が
た

つ
の
が
速
す
ぎ
て
自
分
が
20
歳
に

な
っ
た
こ
と
が
未
だ
に
信
じ
ら
れ

ず
に
居
酒
屋
で
お
酒
を
注
文
す
る

時
に
謎
の
罪
悪
感
を
覚
え
て
し
ま

う
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
信
じ
ら
れ

な
く
て
も
成
人
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
変
わ
ら
な
い
の
で
胸
を
張
っ

て
大
人
だ
と
言
え
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
で
す
。

　

令
和
直
前
の
四
月
二
十
八
日
、

加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
高

二
十
九
回
の
還
暦
記
念
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
五
名
の
恩
師
の

先
生
方
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

百
二
十
七
名
の
仲
間
が
集
い
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。
卒
業
以
来
七
回

目
を
迎
え
た
今
回
は
、
還
暦
記
念

と
し
て
漫
才
コ
ン
ビ「
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
ス
タ
ー
」
の
お
二
人
に
司
会

と
余
興
を
お
願
い
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
歌

と
応
援
歌
の
合
唱
の
響
き
は
こ
れ

ま
で
で
一
番
大
き
く
、
再
出
発
を

迎
え
た
皆
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
四
年
後
の
第
八
回
同
窓
会

で
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。

　
桝
田
　
泰
広

高
40
回

卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会

　
上
田
　
大
一
郎

高
69
回

　
小
倉
　
信
之

高
29
回

還
暦
記
念
同
窓
会
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清
流
会

　
船
江
恒
平
六
段
（
高
58
回
）を

　
応
援
し
よ
う
。	

　
　
　
　

福
田　

薫
（
高
23
回
）

　

私
は
今
、
稲
美
町
で
将
棋
教
室

「
稲
美
野
将
棋
倶
楽
部
」
を
開
い

て
い
ま
す
。
会
員
は
稲
美
町
を
は

じ
め
東
播
磨
地
域
か
ら
集
ま
っ
た

老
若
男
女
40
名
。
小
学
生
も
15
名

い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
平
成
13
年

兵
庫
県
が
募
集
し
た
第
７
期
「
心

豊
か
な
人
づ
く
り
5
0
0
人
委
員
」

に
応
募
し
た
こ
と
で
す
。
２
年
間

講
演
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実

践
を
受
け
卒
業
、
地
域
で
リ
ー
ダ

ー
と
な
っ
て
何
か
を
始
め
て
く
だ

さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

私
は
将
棋
を
通
じ
て
青
少
年
健
全

育
成
を
し
よ
う
と
思
い
、
県
、
稲

美
町
と
掛
け
合
い
会
場
の
確
保
、

規
約
作
り
ま
た
一
緒
に
や
っ
て
も

ら
え
る
ス
タ
ッ
フ
、
子
供
集
め
に

奔
走
。
い
つ
の
間
に
か
準
備
に
１

年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
４
月
「
い
な
み
将
棋

塾
」
を
始

め
ま
し
た
。

週
１
回
の

将
棋
教
室

で
会
員
の

腕
前
披
露

の
た
め
に

年
１
回
将
棋
大
会
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
17
年
第
１
回

東
播
磨
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
稲
美
万
葉

杯
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
審
判
長
が
井
上
慶
太
九

段
（
当
時
八
段
）
で
平
成
23
年
第

７
回
大
会
ま
で
審
判
長
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
平
成
24
年
、
四
段
プ

ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
船
江
恒
平
さ
ん

に
審
判
長
が
変
わ
り
ま
し
た
。
師

匠
（
井
上
慶
太
九
段
）
が
弟
子
に

禅
譲
し
た
形
に
な
り
ま
し
た
。
以

来
平
成
28
年
ま
で
審
判
長
と
し
て

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
半
年
間
、

船
江
（
当
時
五
段
）
さ
ん
が

N
H
K
の
将
棋
講
座
の
講
師
を
さ

れ
ま
し
た
。
当
然
そ
の
年
の
将
棋

大
会
も
審
判
長
で
来
て
い
た
だ
け

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当

方
の
希
望
日
は
既
に
香
川
県
で
の

審
判
長
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

聞
け
ば
N
H
K
で
人
気
に
火
が
つ

き
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
と

の
事
。
そ
こ
で
一
計
を
案
じ
冠
大

会
に
す
る
こ
と
で
香
川
県
に
日
程

を
変
更
し
て
も
ら
い
、
第
１
回
船

江
恒
平
六
段
杯
稲
美
野
将
棋
大
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
主
催

も
稲
美
野
将
棋
倶
楽
部
に
改
組
、

今
年
も
11
月
17
日
に
第
３
回
船
江

恒
平
六
段
杯
稲
美
野
将
棋
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

将
棋
愛
好
家
の
方
も
そ
う
で
な

い
方
も
当
日
会
場
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
船
江
恒
平
六
段
を
応
援
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
場
は
稲
美
町
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー 

稲
美
町
国
岡
１

−

１
）

　

詳
細
を
知
り
た
い
方
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

　

kf-8823@
ares.eonet.ne.jp

電   

話
：

　

０
７
９
（
４
９
２
）
６
９
１
２

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
は
心
の
故
郷	

　
　
　

小
柳　

憲
治
（
高
26
回
）

　

卒
業
し
て
か
ら
45
年
の
月
日
が

経
っ
た
今
年
、
３
月
に
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら

京
都
に
住
み
続
け
て
い
て
同
級
生

と
の
交
流
が
な
か
っ
た
の
で
分
か

る
顔
が
あ
る
の
か
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
オ
ー
！
オ
ー
！
の
声
が
上
が

り
、
笑
い
声
の
中
で
会
は
和
や
か

に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

と
っ
て
も
興
味
深
い
光
景
で
し

た
。
恩
師
な
の
か
同
級
生
な
の
か

判
別
が
つ
か
な
い
の
で
す
。
皆
年

取
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
私
の
心
に

湧
き
上
が
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
と

の
連
帯
感
が
自
分
自
身
が
も
っ
と

出
来
る
、
も
っ
と
遠
く
に
行
け
る

と
い
う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
百
万
遍
知
恩
寺
の
境
内
で
手

入
れ
さ
れ
た
松
越
し
に
見
た
夕
照

の
美
し
さ
が
私
の
庭
師
の
原
点
で

す
。
庭
を
見
て
歩
き
、
夢
窓
疎
石

に
近
づ
く
た
め
に
座
禅
に
も
通
い

ま
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
庭
の
本

質
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

景
色
に
根
ざ
し
た
自
然
の
美
し
さ

を
表
現
す
る
た
め
に
庭
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
得
意
先
の
一
つ

に
日
本
の
お
も
て
な
し
の
粋
『
祗

園
一
力
亭
』
が
あ
り
ま
す
。
一
枝

一
葉
に
気
を
配
っ
て
手
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
去
年
の

台
風
で
10
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
木
が

根
元
か
ら
折
れ
た
り
、
屋
根
に
重

な
る
位
に
傾
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
３
月
に
大
石
忌
が
あ
る
の
で

そ
れ
迄
に
は
元
通
り
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
善
の
方
法
を

考
え
続
け
、
事
無
き
を
得
た
の
で

す
が
、
体
力
の
衰
え
、
後
継
者
の

育
成
等
の
不
安
も
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
同
窓
会
で
気
付

き
が
あ
り
ま
し
た
。
不
安
は
不
安

の
ま
ま
で
い
い
の
で
す
。
人
は
そ

ん
な
に
大
差
は
な
い
の
で
す
。
行

き
着
く
先
も
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
、
知
識
や
技
術

で
は
な
く
、
心
の
在
り
様
こ
そ
求

め
ら
れ
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
景
色
の
良
い
故
郷
の
イ
メ
ー

ジ
に
は
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

景
色
の
中
に
故
郷
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

中
に
こ
そ
故
郷
が
あ
る
こ
と
を
気

付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
こ
そ
帰
る
所
が
あ
る
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓

会
幹
事
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
場
所
で	

　
　

加
古
川
市
教
育
長

　
　
　

小
南　

克
己
（
高
31
回
）

　

思
い
も
よ
ら
ず
、
こ
の
４
月
か

ら
加
古
川
市
教
育
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
４
年
間
の
県
立
高
校
で
の

校
長
生
活
か
ら
離
れ
、
ま
た
教
育

行
政
の
場
に
戻
り
ま
し
た
。
生
徒

の
笑
い
声
や
吹
奏
楽
の
音
が
聞
こ

え
ず
、
少
し
さ
び
し
い
思
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

母
校
加
古
川
東
高
校
で
の
勤
務

は
わ
ず
か
１
年
で
し
た
が
、
沢
山

の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
生
徒
、
教
職
員
の
皆
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
清
流
会
役
員
の
皆
様

を
始
め
、
関
係
者
の
方
々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
の
私
の
執
務
室
は
市

役
所
新
館
８
階
に
あ
り
ま
す
。
部

屋
の
南
東
の
一
面
は
全
面
窓
で
、

そ
こ
か
ら
は
家
々
が
途
絶
え
る
こ

と
な
く
続
く
播
磨
平
野
の
先
に
淡

路
島
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
を
経
て

六
甲
山
系
の
山
並
み
が
一
望
で
き

る
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
空
気
の
澄
ん
だ
日
は
、
六
甲

の
美
し
い
稜
線
が
鮮
や
か
で
、
見

飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
難
題

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、「
忙
中
閑
あ
り
」
ひ
と
時
、
外

を
眺
め
て
心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
入
学
式
に
出

席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
身
長

1
2
0
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
新
１
年

生
た
ち
が
神
妙
な
顔
を
し
て
会
場

に
入
場
し
て
き
ま
す
。
パ
イ
プ
椅

子
に
座
れ
ば
、
足
が
床
に
届
か

ず
、
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
ま
す
。
学
年

主
任
の
先
生
の
声
掛
け
で
、
立
ち

上
が
り
、
礼
を
す
れ
ば
前
の
椅
子

に
頭
を
ぶ
つ
け
ま
す
。
子
供
た
ち

の
な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
に

周
り
の
大
人
た
ち
は
自
然
と
笑
顔

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
入
学
式
は
、
子
供
た
ち
が

小
学
校
、
中
学
校
と
義
務
教
育
の

中
で
し
っ
か
り
と
成
長
し
、
巣
立

っ
て
い
く
た
め
に
全
力
を
尽
く
さ

な
け
れ
ば
と
改
め
て
自
ら
の
心
に

誓
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
が
公
教
育
に
関
す
る
仕
事

に
初
め
て
携
わ
っ
た
の
は
、
全
く

の
偶
然
で
あ
り
、
意
図
す
る
も
の

会
員
　
　

だ
よ
り
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衝
撃
を
受
け

る
と
ん
か
つ

に
出
会
い
、

鹿
児
島
県
と

兵
庫
県
の
食

材
を
メ
イ
ン

に
し
た
「
と

ん
か
つ 

き

り
し
ま
」
を

開
店
。
お
陰
さ
ま
で
今
年
で
17
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

清
流
会
の
皆
様
に
も
多
数
ご
来
店

い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
は
、
鹿
児

島
県
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
鹿
児
島
と
地
元
と
の
架
け

橋
の
よ
う
な
店
に
、
ま
た
、
定
期

的
な
語
学
講
座
や
異
業
種
交
流
会

を
通
じ
て
「
食
・
学
び
・
交
流
の

場
」
を
大
事
に
、
ワ
ク
ワ
ク
・
温

も
り
の
あ
る
店
で
あ
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
、
昨
年
は
台
湾
・

中
国
福
州
へ
の
海
外
研
修
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
日
本
食
が
ど
れ
だ

け
世
界
で
愛
さ
れ
て
い
る
か
を
目

の
当
た
り
に
し
、
衝
撃
を
受
け
る

と
と
も
に
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
後
は
、「
と
ん
か
つ
」

を
通
じ
て
、
台
湾
は
じ
め
海
外
の

皆
様
と
の
交
流
の
機
会
な
ど
も 

で
き
ま
し
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、実
は
、

幣
店
で
は
私
の
他
に
父
と
父
の
親

友
（
高
17
回
）
の
計
３
名
の
清
流
会

メ
ン
バ
ー
が
長
き
に
わ
た
り
軸
と

し
て
共
に
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
年
代
を

超
え
て
同
窓
生
の
皆
様
と
の
良
き

ご
縁
に
恵
ま
れ
、
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

祖
父
の
代
か
ら
始
ま
り
、
父
か
ら

も
受
け
継
い
で
い
る
も
の
が
多
い

こ
と
が
、
私
の
人
生
の
宝
物
で
あ

る
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
か
つ
め
し
と
味
噌
カ
ツ

　
　
　

中
村　

理
恵
（
高
64
回
）

　

私
は
今
年
の
春
か
ら
、
転
勤
で

愛
知
県
に
住
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
活
で
、
愛
知
に

行
く
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ひ
と
つ
、
愛
知
の
も
の
で
気
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
味
噌
カ
ツ
で
す
。
と

い
う
の
も
、
以
前
知
人
か
ら
、
こ

ん
な
話
を
聞
い
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

知
人
は
愛
知
に
遊
び
に
行
っ
た

と
き
、
地
元
の
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
で

か
つ
め
し
そ
っ
く
り
の
料
理
を
見

つ
け
ま
し
た
。
知
人
は
、「
愛
知

で
も
か
つ
め
し
食
べ
ら
れ
る
！
」、

と
思
い
、
さ
っ
そ
く
注
文
し
て
食

べ
た
と
こ
ろ
、
カ
ツ
に
か
か
っ
て

い
た
ソ
ー
ス
は
、
か
つ
め
し
の
デ

ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
で
は
な
く
、
八

丁
味
噌
を
ベ
ー
ス
と
し
た
甘
辛
い

ソ
ー
ス
だ
っ
た
た
め
、
か
つ
め
し

じ
ゃ
な
か
っ
た
…
、
と
衝
撃
を
受

け
た
と
の
こ
と
。

　

私
は
、
味
噌
カ
ツ
の
存
在
自
体

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
知
人
の

話
を
聞
い
た
当
初
、
か
つ
め
し
と

味
噌
カ
ツ
は
そ
ん
な
に
似
て
い
る

の
か
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
愛
知
へ
の
赴
任
が

決
ま
っ
た
と
き
、
真
っ
先
に
そ
の

話
を
思
い
出
し
、
味
噌
カ
ツ
を
食

べ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
赴
任
し
て
間
も
な
い

こ
ろ
、
味
噌
カ
ツ
を
地
元
の
食
堂

で
食
べ
る
機
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
注
文
し
て
で
て
き
た

商
品
を
見
た
と
こ
ろ
、
私
も
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
な
ん
と
、
知
人

の
話
通
り
、
出
て
き
た
味
噌
カ
ツ

は
、
か
つ
め
し
に
そ
っ
く
り
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
ご
は
ん
は
別
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
皿
に
ご
は
ん

を
敷
い
て
味
噌
カ
ツ
を
上
に
の
せ

れ
ば
、
こ
の
料
理
を
か
つ
め
し
と

言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
は
疑
わ
な

い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
最
初
の

印
象
で
し
た
。
一
口
目
を
口
に
し

た
と
こ
ろ
、
口
に
広
が
っ
た
の
は

デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
…
で
は
な

く
、
甘
辛
い
八
丁
味
噌
の
ソ
ー
ス

で
し
た
が
、
甘
辛
い
味
噌
の
ソ
ー

ス
は
、
食
欲
が
進
み
、
か
つ
め
し

と
は
ま
た
異
な
っ
て
、
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　

愛
知
の
ご
飯
で
、
ち
ょ
っ
と
楽

し
み
が
増
え
ま
し
た
。
で
も
、
味

噌
カ
ツ
を
食
べ
る
度
に
、
似
た
よ

う
な
色
を
し
た
か
つ
め
し
が
恋
し

く
な
る
の

で
、
帰
省

し
た
と
き

は
、
か
つ

め
し
も
食

べ
に
行
こ

う
か
な
、

と
も
思
っ

て
い
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
縁

が
あ
っ
て
、
県
教
育
委
員
会
に
18

年
、
県
立
高
校
に
４
年
勤
務
し
た

後
、
現
職
に
就
き
、
改
め
て
思
う

の
は
教
育
の
「
か
け
が
え
の
な

さ
」
で
す
。

　

学
校
や
教
員
が
人
の
成
長
に
与

え
る
影
響
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
子
供
た

ち
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
、
彼
ら

を
よ
く
知
る
努
力
を
怠
ら
ず
、
必

要
な
支
援
、
指
導
が
で
き
る
教
育

を
目
指
し
ま
す
。

　
故
郷 

加
古
川
と

　
ご
先
祖
の
故
郷 

鹿
児
島
の

　
か
け
は
し
の
よ
う
な
店
に

　

と
ん
か
つ 

き
り
し
ま 

オ
ー
ナ
ー

　
　
　

中
村　

理
恵
（
高
44
回
）

　

加
古
川

市
別
府
町

で
、
と
ん

か
つ
店
を

営
ん
で
い

る
中
村
と
申
し
ま
す
。

　

弊
社
は
、
昭
和
51
年
、
鹿
児
島

出
身
だ
っ
た
祖
父
が
弊
店
の
前
身

と
な
る
「
き
り
し
ま
旅
館
」
を
開

業
し
、誕
生
し
ま
し
た
。
祖
父
は
、

陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
後
、
加
古

川
市
尾
上
町
の
教
育
隊
に
教
官
と

し
て
赴
任
し
、
同
地
で
高
砂
出
身

の
祖
母
と
出
会
い
結
婚
。「
息
子

に
は
鹿
児
島
の
女
性
と
」
と
い
う

祖
父
の
思
い
が
あ
っ
て
両
親
が
お

見
合
い
結
婚
。「
き
り
し
ま
旅
館
」

の
屋
号
は
、
祖
父
の
故
郷
へ
の
思

い
の
表
れ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

平
成
14
年
、
豚
肉
嫌
い
の
父
が

　

1
月
12
日
に
県
立
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
救
急
搬
送
さ
れ
て
以
来
闘
病
が

続
い
て
お
ら
れ
た
樽
本
前
加
古
川

市
長
が
、
一
度
も
意
識
が
覚
醒
し

な
い
ま
ま
3
月
15
日
の
夜
半
に
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
る

市
役
所
生
活
に
お
い
て
親
し
く
謦

咳
に
接
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

入
院
中
に
は
お
目
に
か
か
る
こ
と

が
叶
わ
ず
、
お
礼
を
言
え
ぬ
ま
ま

に
永
遠
の
お
別
れ
に
な
ろ
う
と
は

夢
に
も
思
わ
ぬ
展
開
で
し
た
。

　

葬
儀
告
別
式
は
家
族
葬
と
さ
れ

た
の
で
、
浄
土
へ
の
旅
立
ち
を
お

見
送
り
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
5
月
11
日
に
加
古
川
市
民
会

館
で
「
お
別
れ
会
」
が
あ
り
、
遺

影
の
生
前
中
と
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
に

接
し
て
、
言
い
知
れ
ぬ
寂
し
さ
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
就
職
し
た
昭
和
46
年
ご
ろ

は
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
全
盛
の
こ
ろ

で
、
樽
本
さ
ん
も
マ
イ
ボ
ウ
ル
を

持
た
れ
る
ほ
ど
熱
中
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
テ
ニ
ス
経
験
者
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ス
コ
ア
は
よ
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
末

に
は
中
央
競
馬
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
、
常
に
赤
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
新

聞
に
書
き
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
常
用

で
、
仕
事
中
に
思
い
つ
い
た
こ
と

の
メ
モ
や
業
務
指
示
は
、
独
特
の

ち
ょ
っ
と
斜
め
が
か
っ
た
文
字
で

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー

ル
類
は
嗜
ま
れ
な
い
の
に
、
案
内

を
う
け
た
宴
席
に
は
ほ
と
ん
ど
出

席
さ
れ
、
場
を
盛
り
上
げ
て
お
ら

れ
る
気
安
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
明
る
さ
が
人
を
惹
き

つ
け
、
無
投
票
を
含
め
市
長
を
3

期
に
わ
た
っ
て
務
め
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
一
因
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
最
初
に
配
属
さ
れ
た
職
場

の
先
輩
が
樽
本
さ
ん
で
し
た
。
以

来
45
年
余
り
の
付
き
合
い
の
中

で
、
加
古
川
中
央
市
民
病
院
の
建

設
や
将
棋
の
「
加
古
川
清
流
戦
」

の
創
設
に
奔
走
さ
れ
て
い
た
姿
な

ど
多
く
の
思
い
出
が
頭
の
中
を
過

り
ま
す
。

　

い
ま
は
た
だ
衷
心
よ
り
樽
本
さ

ん
の
安
ら
か
な
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

 

　 

追
悼
文
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

樽
本
庄
一
前
市
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て

　
中
田
　
喜
高
（
高
19
）
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■

2
0
1
9
年
度
入
試
概
況

　

2
0
1
9
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
志
願

者
数
は
5
7
6
，
8
3
0
（
昨
年
5
8
2
，

6
7
1
人
：
前
年
比
99
・
0
％
）、
本
試

験
の
外
国
語
受
験
者
数
も
5
3
8
，
6
0
3

（
昨
年
5
4
8
，
4
6
5
人
：
前
年
比
98
・

2
％
）
と
い
ず
れ
も
減
少
し
ま
し
た
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
た
志
願

者
数
の
現
卒
別
の
内
訳
を
み
る
と
、
現
役

志
願
者
数
は
昨
年
の
4
7
3
，
5
7
0
人

か
ら
4
6
4
，
9
5
0
人
と
8
，
6
2
0

人
減
少
（
前
年
比
98
・
2
％
）
し
ま
し
た
。

18
歳
人
口
の
減
少
に
加
え
、
2
0
1
8
年

度
入
試
の
難
化
の
影
響
か
ら
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
へ
回
避
し
た
受
験
生
が
多
か
っ
た
と

推
測
し
ま
す
。
一
方
、
既
卒
生
志
願
者
数

は
昨
年
の
1
0
9
，
1
0
1
人
か
ら
１
１

1
，8
8
0
人
と
2
，7
7
9
人
増
加
（
前

年
比
102
・
5
％
）
し
、
対
照
的
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。 

　

セ
ン
タ
ー
試
験
は
2
0
2
0
年
１
月
の

実
施
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
1
年

か
ら
は
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、

共
通
テ
ス
ト
）」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
国
が
進
め
る
大
学
入
試
改
革
の
一

環
で
、学
力
の
３
要
素
で
あ
る
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
を
評
価
す
る
目
的
で

新
た
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
2
0
1

8
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」の
２
回
目
の
試
行
調
査
で
は
、

読
解
力
を
要
す
る
問
題
や
対
話
形
式
で
の

出
題
、
ま
た
文
章
や
図
表
な
ど
複
数
の
素

材
か
ら
考
え
さ
せ
る
設
問
が
目
立
つ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
に
お
い

て
は
、
全
体
的
に
は
目
新
し
い
出
題
は
少

な
く
、
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
昨
年
に
続
き
、
対
話
形
式
で
の

出
題
や
図
の
読
み
取
り
か
ら
考
察
す
る
問

題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、「
地

理
Ｂ
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
表
を
用
い

て
、
読
み
取
り
と
基
本
的
な
知
識
を
結
び

つ
け
て
解
答
さ
せ
る
問
題
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
英
語
「
筆
記
」
で
は
、
第
３

問
で
話
し
合
い
の
発
言
内
容
を
ま
と
め
る

問
題
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
問
う
問
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
国
公
立
大
で
必
要
と
な
る
７
科

目
の
受
験
者
平
均
点
は
、
文
系
型
で
昨
年

か
ら
17
・
4
点
ア
ッ
プ
の
5
8
1
・
1
点

（
9
0
0
点
満
点
）、
理
系
型
で
12
・
3
点

ア
ッ
プ
の
5
8
3
・
6
点
（
9
0
0
点
満

点
）
と
、
ど
ち
ら
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。

　

得
点
分
布
と
し
て
は
、
文
系
型
・
理
系

型
と
も
高
得
点
層
が
増
加
し
ま
し
た
。
主

要
科
目
で
あ
る
「
英
語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
）」、

「
国
語
」
の
平
均
点
上
昇
の
影
響
が
大
き

く
、
7
2
0
点
（
得
点
率
８
割
）
以
上
の

高
得
点
層
は
文
系
型
で
前
年
比
127
％
、
理

系
型
で
前
年
比
116
％
と
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
高

得
点
を
取
り
や
す
い
状
況
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

な
お
、
本
校
卒
業
生
の
難
関
10
大
学
へ

の
合
格
状
況
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
ま

す
。（ 

）
内
は
現
役
生
数
で
す
。
東
京
大

２
（
１
）、
京
都
大
19
（
13
）、
大
阪
大
21

（
18
）、
北
海
道
大
８
（
８
）、
名
古
屋
大

３
（
３
）、
神
戸
大
39
（
34
）、
九
州
大
５

（
５
）。
難
関
国
立
10
大
学
計
97
（
82
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
医
学
科
に
は
、
神
戸
大

３
（
１
）、
鳥
取
大
２
（
２
）、
島
根
大
１

（
１
）、
徳
島
大
１
（
１
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

合
格
し
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
に
は
の
べ

3
2
3
人
、
現
役
生
で
は
2
7
0
人
合
格

し
、
学
年
全
体
の
７
割
弱
が
国
公
立
大
学

に
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
要
私
立
大

学
合
格
者
数
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
ま

71回生　進路状況

進　学

就職 予備
校等 計４年制大学

大学校 専門
学校 短大

国立 公立 私立

男 84 34 12 0 0 0 1 32 163

女 78 47 54 0 1 0 1 11 192

総計 162 81 66 0 1 0 2 43 355

最近卒業生大学合格状況（延べ人数）

平成31年３月 平成30年３月 平成29年３月

71回生 過年度 70回生 過年度 69回生 過年度

国立４年制大学 180 39 170 43 132 47

公立４年制大学 95 16 58 15 82 17

私立４年制大学 352 126 377 158 381 169

私立短期大学 0 0 0 0 0 0

大学校 0 0 0 0 0 0

計 627 181 605 216 595 233

す
。
慶
應
義
塾
大
５
（
３
）、
早
稲
田
大

５
（
２
）、
同
志
社
大
39
（
24
）、
立
命
館

大
44
（
27
）、
関
西
大
64
（
47
）、
関
西
学

院
大
72
（
62
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

茶
道
部
近
況

　

清
流
会
の
ご
支
援
で
、
平
成
31
年
３
月

に
作
法
室
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
畳

を
新
調
し
、
破
れ
て
い
た
襖
も
張
り
替
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茶
道
部
を
は
じ
め
、

華
道
部
、
邦
楽
部
も
真
っ
白
な
襖
と
真
新

し
い
い
草
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、
大
変
気

持
ち
よ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
で
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
そ
の
す
が
す
が
し
い
い
草

の
香
り
に
誘
わ
れ
て
、
１
年
生
が
８
名
も

入
部
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在

３
年
生
２
名
、
２
年
生
３
名
、
１
年
生
８

名
の
合
計
13
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
森
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
文
化
部

発
表
会
を
は
じ
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
お
茶
会

や
他
校
と
の
交
流
お
茶
会
な
ど
、
発
表
の

場
に
向
け
て
お
稽
古
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

先
日
の
文
化
部
発
表
会
で
は
1
0
9
人
の

お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
、
お
点
前
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
部
発

表
会
後
か
ら
は
一
年
生
も
本
格
的
に
お
稽

古
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

部
員
一
同
、
ま
す
ま
す
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
い
た

し
ま
す
。

華道部 邦楽部

茶道部文化部発表会

母
校
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
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1.学校内での活動
ア部活動において優秀な成績を収めた者
①運動部：県大会3位以上の個人またはチーム（エントリー人数分）
陸上競技部（１名）

組 氏　名 顕　彰　内　容

3－9 江頭　祥生
第71回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会　男子走幅跳 1位　男子三段跳  2位
第71回全国高等学校陸上競技対校選手権大会　男子走幅跳 4位

②文化部：運動部に準ずる
吹奏楽部（32名）

組 氏　名 顕　彰　内　容 組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 三浦　大志

関西吹奏楽コンクール出場　銀賞受賞

3－6 光井　美咲

関西吹奏楽コンクール出場　銀賞受賞

3－2 秋山　結衣 3－6 元吉　美佑

3－2 宮﨑　芙紀 3－7 岡本　有紗

3－3 有田　英樹 3－7 助田　寧央

3－3 德本　真琳 3－7 西口　実佑

3－3 山野　智大 3－8 井上美紅里

3－3 山本　響香 3－8 久代　鈴菜

3－3 湯郷日菜子 3－8 塩見　南奈

3－4 礒野　桃圭 3－8 藤本　華帆

3－4 前田　唯花 3－9 秋定　瑞穂

3－5 石坂　美緒 3－9 徳永　明音

3－5 坂野　　凪 3－9 長岡さくら

3－5 槇下　雄大 3－9 西川英実佳

3－5 山口　真穂 3－9 柳瀬　瑛美

3－6 大西　咲奈 3－9 山﨑　萌衣

3－6 原田　紫苑 3－9 吉田　百花

バドミントン部（重複除く　13名）

組 氏　名 顕　彰　内　容

3－１ 西垣　大輝

第62回兵庫県高等学校総合体育大会

第69回兵庫県高等学校バドミントン選手権大会

　男子団体　３位

3－３ 車谷　一

3－３ 増田　有馬

3－４ 中嶋　伸享

3－５ 藤井　速人

3－７ 塩見　耕平

3－１ 山本　知生

同　女子団体　３位

3－２ 中村　紗菜

3－３ 藤田　萌絵

3－３ 山根　啓子

3－７ 加納　波歩

3－７ 月輪　花菜

3－７ 増田　菜月

3－３ 山根　啓子（重複） 同　女子シングルス　３位

水泳部（１名）

組 氏　名 顕　彰　内　容

3－５ 信田　涼介

第10回兵庫県高等学校対抗冬季水泳競技大会 

　男子50m 自由形２位

第１回近畿高等学校新人水泳競技大会 出場

第72回近畿高等学校選手権水泳競技大会 出場

平成30年度 清流会表彰者
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自然科学部（12名）

組 氏　名 顕　彰　内　容 組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 小林　秀太

・第13回日本物理学会Jr.セッション　奨励賞
・�第41回兵庫県総合文化祭自然科学部門 物理分野口頭発表 優
秀賞（第38回近畿総合文化祭への出場権利獲得） （水波チー
ム）「水面波で浮遊物が動くメカニズムの考察」

3－1 前谷　風弥 ・第13回日本物理学会Jr.セッション　奨励賞
・�第41回兵庫県総合文化祭自然科学部門
　�物理分野口頭発表 優秀賞（第38回近畿総合文化祭へ
の出場権利獲得）（水波チーム）「水面波で浮遊物が動
くメカニズムの考察」3－1 高井　みく

33rd China Adolescents Science and Technology Innovation Contest
（CASTIC）：中国青少年科学技術大会　金メダル（微小重力チーム）
「Using a discrete wettability gradient to design a “space pipette”」

3－2 多湖　崇人

3－1 中野　美玖 日本地球惑星科学連合大会2018高校生セッション　（真
砂土チーム）
「花崗岩体での植生による土砂災害抑制効果と危険地域
の指摘」

3－3 椙下　結月 ・第12回高校環境化学賞　最優秀賞（防汚瓦チーム）
・第13回高校環境化学賞　優秀賞（珪藻チーム）
　「珪藻土とゼオライトを用いた水中のアンモニア除去」3－1 羽路　悠斗 3－4 入江　夏音

3－1 尾藤　美樹 3－4 茅野　由奈 ・第12回高校環境化学賞　最優秀賞（防汚瓦チーム）

3－1 藤原　圭梧

・第13・14回日本物理学会Jr.セッション　優秀賞（２年連続）
・�33rd China Adolescents Science and Technology Innovation Contest
（CASTIC）：中国青少年科学技術大会　金メダル（微小重力チーム）
「Using a discrete wettability gradient to design a “space pipette”」

3－4 中野　勝太
日本地球惑星科学連合大会2018高校生セッション　（真砂土チ
ーム）
「花崗岩体での植生による土砂災害抑制効果と危険地域の指摘」

■ 

着
任
さ
れ
た
方
々

校　
　

長	

清
瀬　

欣
之

　

教
育
研
修
所　

所
長
よ
り

教　
　

頭	

荒
神　

重
典

　

松
陽
高
等
学
校　

教
頭
よ
り

事
務
長	

六
車　

進
吉

　

阪
神
教
育
事
務
所　

副
所
長
よ
り

教　
　

諭	

坂
田　

充
範

　

国
語　
　
　

本
校
退
職
再
任
用

教　
　

諭	

池
田　

泰
子

　

英
語　

明
石
西
高
等
学
校
よ
り

教　
　

諭	

南
越　

家
雨

　

数
学　

姫
路
南
高
等
学
校
よ
り

教　
　

諭	

白
井　
　

陽

　

理
科　

舞
子
高
等
学
校
よ
り

教　
　

諭	

吉
川　

明
志

　

保
健
体
育　

農
業
高
等
学
校
よ
り

臨
時
講
師	

牧
野　

真
幸

　

保
健
体
育　

本
校
非
常
勤
講
師
よ
り

臨
時
講
師	

大
野　

千
尋

　

国
語　

三
重
県
立
伊
勢
高
等
学
校
よ
り

主　
　

査	

豊
田　

真
衣
子

　

考
古
博
物
館
加
西
分
館
よ
り

臨
時
校
務
員	

中
野　

鶴
美

　

加
古
川
南
高
等
学
校
よ
り

※�

昨
年
度
よ
り
継
続
し
て
本
校
再
任
用

の
職
員
は
除
く

■ 

退
職
さ
れ
た
方

校　
　

長	

小
南　

克
己

　

加
古
川
市
教
育
長
へ

事 

務 

長	

股
野　

孝
司

　

考
古
博
物
館
加
西
分
館
（
分
館
長
補
佐
）
へ

教　
　

諭	

坂
田　

充
範　

国
語

　

本
校
再
任
用
へ

教　
　

諭	

猪
股　

雅
美　

理
科

臨
時
講
師	

船
本　

啓
三　

理
科

■ 

離
任
さ
れ
た
方
々

教　
　

頭	

佐
野　

正
明

　

高
砂
高
等
学
校　

校
長
へ

教　
　

諭	

小
山　

宜
伸

　

英
語　

長
田
高
等
学
校
へ

教　
　

諭	

福
本　

寛
之

　

数
学　

加
古
川
西
高
等
学
校
へ

教　
　

諭	

野
間　

良
重

　

数
学　

教
育
研
修
所
（
指
導
主
事
）
へ

教　
　

諭	

山
本　

大
介

　

保
健
体
育　

三
田
祥
雲
館
高
等
学
校
へ

教　
　

諭	

西
田　
　

薫

　

国
語　

上
海
日
本
人
学
校
へ

主　
　

査	

瀧
口　

ゆ
き

　

淡
路
高
等
学
校
（
事
務
長
）
へ

臨
時
校
務
員	

片
岡　

博
子

　

加
古
川
北
高
等
学
校
（
臨
時
事
務
職
員
）
へ

SSH　課題研究（５名）

組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 前田　歩香

SSH生徒研究発表会　全国大会出場

3－1 木下　　駿

3－1 高橋　宗万

3－1 爲則　裕介

3－1 山端麻祐子

2.学校外での活動
イその他（重複のぞく　４名）

組 氏　名 顕　彰　内　容

3－3 伊東　稜平 第12回　科学地理オリンピック日本選手権　銀メダ
ル

3－1 日浦　直紀 第17回　日本情報オリンピック　本選出場

3－1 北井　敦也

数学・理科甲子園2017兵庫県予選　準優勝

3－1 小林　秀太（重複）

3－1 中野　美玖（重複）

3－1 日浦　直紀（重複）

3－1 藤原　圭梧（重複）

3－1 丸山　紘矢

母
校
の
人
事
異
動
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青松会は、次代を担う生徒に対する就学援助を行い、その心身の健全な育成を図ることを目的として、清流会会員
により設立されました。平成24年4月兵庫県より公益財団法人青松会の認定を受けました。

青松会は、昭和50年設立以来44年延べ600人を超える学生生徒に対して奨学金の給付事業を行っています。

青松会は、奨学金の給付財源を、基本財産の運用と清流会会員の皆様からの寄付金によっています。�
清流会会員の皆様の寄付金をお待ちしています。�
公益財団法人青松会に対する寄付金は、税法上、寄付金控除の対象になります。

青松会を、より多くの清流会会員の皆様に知って頂き、ご支援を頂くようお願いし、同窓会報（清流）に掲載させ
ていただきました。

青松会は、下記の役員により、青松会奨学金の給付事業を行っています。

加古川東高校には
奨学金の給付事業を行う公益財団法人青松会があります

　　　　　　　　　　　　公益財団法人青松会　役　員　　　　　　　　　令和元年７月１日
理 事 長	 水埜　安寛（高15）

副理事長	 大庫　俊介（高19）	 岡田　義則（高23）

専務理事	 山田　拓史（高13）

理　　事	 泉　　正紀（高25）	 大西淳滋郎（高29）	 坂田　克己（高36）	 藤本　陽一（高24）�
	 松尾　将勝（高27）	 水埜　　浩（高33）	 森本　幸吉（高28）	 脇谷　政孝（高33）

監　　事　　渋谷　　哲（高28）　三宅　隆宏（高14）

評 議 員	 大西　壯司（高21）	 加古　武史（高36）	 籠谷　紘義（高13）	 釜谷　研造（高２）�
	 十倉　茂明（高９）	 冨田　銕哉（高８）	 宮宅　勇二（高24）	 山口　勝英（高15）�
	 吉山　　徹（高15）	 清瀬　欣之（加古川東高校校長）

公 益 財 団 法 人 青 松 会 か ら
理事長　水埜　安寛（高15回）

人
生
の
岐
路
を
振
り
返
っ
て

社
会
保
険
労
務
士
法
人
N
S
R

代
表
社
員

西
川
　
み
さ
き
（
高
32
回
）

　

加
古
川
東
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
早

や
40
年
と
な
り
ま
す
。
卒
業
当
時
、
40

年
後
の
自
分
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
大
学
進
学
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て

大
き
な
分
岐
点
で
し
た
。

　

３
年
生
の
夏
、
父
が
癌
に
な
り
同
時

に
失
業
し
ま
し
た
。
当
時
、
兄
は
大
学

生
、
妹
も
高
校
進
学
を
控
え
て
い
ま
し

た
。
家
の
ロ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
し
、

両
親
は
か
な
り
苦
労
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
４
年
制
の
大
学
は
諦
め
て
就
職

か
せ
め
て
短
大
か
ど
ち
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
、
そ
れ
が
母
の
願
い
で
し
た
。
も

し
も
合
格
し
な
け
れ
ば
就
職
す
る
と
宣

言
し
て
、
４
年
制
の
大
学
を
受
験
し
ま

し
た
。
当
時
は
、
女
の
子
は
就
職
し
て

間
も
な
く
結
婚
す
る
だ
ろ
う
か
ら
短
大

ぐ
ら
い
で
よ
い
、
そ
ん
な
風
潮
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

合
格
発
表
の
日
、
私
は
大
学
ま
で
足

を
運
ん
だ
も
の
の
、
貼
り
出
さ
れ
た
合

格
者
の
受
験
番
号
を
確
認
し
に
掲
示
板

に
近
づ
く
こ
と
に
躊
躇
し
て
し
ま
い
、

一
緒
に
行
っ
た
友
人
が
見
て
く
れ
て
合

格
を
知
っ
た
の
で
し
た
。
合
格
し
て
も

素
直
に
喜
べ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
複

雑
な
思
い
だ
っ
た
か
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
の

業
歴
は
20
年
に
な
り
ま
す
。
今
思
う
こ

と
は
、
あ
の
と
き
諦
め
な
く
て
良
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学
の
教
育
学

部
を
卒
業
し
て
か
ら
、
教
職
に
も
就
か

ず
、
転
職
も
何
度
か
経
験
し
ま
し
た

が
、
す
べ
て
の
経
験
が
今
の
仕
事
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
健
全
な
発
展

と
労
働
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
私
達
社
会
保
険
労
務
士
の
使
命
で
す

が
、
経
営
者
も
従
業
員
も
働
く
す
べ
て

の
人
が
物
心
と
も
に
豊
か
に
生
き
ら
れ

る
社
会
を
創
り
た
い
と
思
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
毎
日
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
行
き
た
い
と
い
う

な
ら
行
か
せ
て
や
り
た
い
と
決
断
し
て

く
れ
た
両
親
、
そ
し
て
進
学
を
諦
め
る

か
ど
う
か
悩
む
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
大
学
生
活
を
支
え
て
く
れ

た
返
済
不
要
の
奨
学
金
の
お
か
げ
で

す
。

　

最
近
の
奨
学
金
返
済
の
延
滞
で
自
己

破
産
な
ど
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と

心
が
痛
み
ま
す
。
同
時
に
、
な
ん
と
自

分
は
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
思
い

が
今
更
な
が
ら
湧
い
て
き
ま
す
。
い
た

だ
い
た
額
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、

さ
さ
や
か
で
も
今
後
も
で
き
う
る
限
り

長
く
寄
付
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
青
松
会
の
奨
学
金
給
付
事

業
が
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
進
学
が
困

難
な
学
生
の
支
え
と
し
て
今
後
も
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
本
事
業
の
趣
旨

へ
の
ご
賛
同
と
青
松
会
へ
の
ご
支
援
い

た
だ
き
、
奨
学
生
O
G
と
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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山 口 勝 英

大 西 壯 司

大 庫 隆 夫

岡 田 義 則

岡 山 幸 義

大　西　淳滋郎

北　野　砂恵子

鈴 木 利 信

黒 田 昌 宏

泉 　 正 紀

土 屋 光 世

内 藤 三 恵

宮 宅 勇 二

吉 原 好 美

得 田 恵 司

畑 谷 一

長谷川　　募

籠 谷 紘 義

宮 宅 勇 二

坂 田 　 亨

高 松 智 子

（高15）

（高21）

（高28）

（高23）

（高28）

（高29）

（高29）

（高31）

（高37）

（高25）

（高27）

（高12）

（高24）

（高45）

（高48）

（高３）

（高12）

（高13）

（高24）

（高35）

（高36）

元 会 長

前 会 長

会 長

副 会 長

会計監査

会       計

書       記

総務委員

◎

◦東京支部
松井昭憲（高30回）
横浜市青葉区

◦大阪支部
山本俊輔（高25回）
加古郡稲美町

◦奈良支部
板倉敬則（高18回）
奈良市山陵町

◦姫路支部
平田建喜（高19回）
高砂市美保里

◦明石支部
森本眞一（高21回）
明石市大久保町

◦稲美支部
西川征志郎（高12回）
加古郡稲美町

＜地域支部＞

◦県庁支部
古川直行（高30回）
加古川市加古川町

◦神戸教職員支部
池田浩二（高39回）
加古郡播磨町

◦三井住友銀行支部
岸本享祐（高38回）
横浜市南区

＜職域支部＞

細　川　恵美子

藤 本 准 一

山 本 鉄 平

大 野 恭 平

三 井 尊 文

菅 野 正 子

岩　坂　純一郎

川 西 幹 雄

網 谷 純 子

久 保 一 人

丸 山 浩 之

佐 野 裕 美

西 川 陽 子

大 竹 恭 子

玉　野　ますみ

小 林 直 樹

岡　崎　美和子

阿 野 康 子

島 﨑 純 子

柘 植 厚 人

長谷川　潤　子

宗 和 素 子

岡 　 　 毅

能 田 達 三

（高37）

（高43）

（高45）

（高46）

（高48）

（高13）

（高20）

（高20）

（高21）

（高22）

（高30）

（高30）

（高30）

（高30）

（高30）

（高33）

（高33）

（高39）

（高43）

（高43）

（高43）

（高46）

（高50）

（高12）

○

〇

文化委員

○

◎

○

体育委員

藤　原　真理子

石 堂 　 求

福 岡 照 文

三 村 浩 之

梅 谷 誠 一

井　岡　徳多郎

坂 下 雅 一

大 窪 義 崇

清 瀬 欣 之

井 上 浩 義

荒 神 重 典

松 下 博 昭

六 車 進 吉

岸 本 敦 子

（高20）

（高22）

（高23）

（高24）

（高24）

（高28）

（高29）

（高29）

（高30）

（高34）

（高35）

（高31）

◎

○

校 長

校内幹事

事 務 長

事 務 局

役 員 一 覧 令和元年６月１日現在

（◎は各委員会の委員長）
（◯は副委員長）

◦清流会事務局の執務案内◦
　清流会事務局は、母校内の清流館３
階にあります。
　岸本敦子さん（高31回）が事務局員
として執務しています。
　執務日は毎週月曜日と木曜日の午前
中です。
TEL：079-421-0373　
FAX：079-421-8464
TEL：079-424-2726（緊急時学校）
メールアドレス：
kakohigashiseiryukai@topaz.ocn.ne.jp



（17）

清　　　　　　流令和元年７月１日 第54号

水 埜 安 寛
山 口 勝 英
山 﨑 朝 美
大 下 一 興
清 田 康 之
小 林 弘 子
小　山　美知代
田 中 靖 子
田 村 　 明
松 尾 勝 良
三 宅 英 璋
森 岡 史 朗
永 井 　 一
清 水 賢 二
仲 上 常 幸
岩　坂　純一郎
藤　原　真理子
北 条 雅 紀
石 堂 　 求
山 崎 敏 美
金 川 種 弘
林 　 郁 朗
岩 本 善 典
小 林 達 子
三 村 浩 之
安　田　しをり
衣 笠 仁 浩
小 林 孝 子
沢 田 敏 郎
山 本 普 子
下 村 浩 司
畠 　 房 生
本 岡 茂 範
浅 場 知 洋
網 干 美 保
上 野 　 均
井　岡　徳多郎
松 本 高 亮
森 本 幸 吉
城 　 伸 幸
新 田 順 子
松 下 正 明
猪 子 真 一
西 岡 拓 代
川 口 和 代
佐 伯 明 子
鈴 木 利 信
玉 奥 　 満

（高15）
（高15）
（高15）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高17）
（高17）
（高18）
（高19）
（高19）
（高20）
（高20）
（高21）
（高22）
（高22）
（高23）
（高23）
（高23）
（高24）
（高24）
（高24）
（高25）
（高25）
（高25）
（高25）
（高26）
（高26）
（高26）
（高27）
（高27）
（高27）
（高28）
（高28）
（高28）
（高29）
（高29）
（高29）
（高30）
（高30）
（高31）
（高31）
（高31）
（高31）

沼 田 勝 彦
大 西 賞 典
岸 本 真 弓
林 　 和 也
劉 　 美 鈴
池 澤 文 隆
田 中 章 子
名 定 啓 介
西 山 和 仁
後 藤 昌 之
成 定 淳 子
水 埜 正 彦
釜 谷 泰 造
小 山 三 佳
加 古 武 史
小 嶋 志 之
野 上 　 稔
藤　城　奈律枝
新 井 睦 美
黒 田 昌 宏
長谷川　哲　也
田 中 勇 一
初　瀬　富美子
片 山 憲 一
別 所 　 眞
松　井　亜希子
三 谷 佳 裕
西 川 隆 博
堀 井 信 明
前 田 恵 美
賴　　　洋理子
北 川 寿 一
小 牧 清 彦
鹿 間 　 聖
平　田　ひとみ
生 田 　 聡
坂 本 佳 恵
吉 井 　 妙
今　井　甲二郎
掛　川　佳世子
宮 本 雅 之
井 上 智 史
岡 本 賢 裕
筒 井 利 典
田　中　かおり
高 塚 香 織
原　田　かおり
北 條 俊 正

（高31）
（高32）
（高32）
（高32）
（高32）
（高33）
（高33）
（高33）
（高33）
（高34）
（高34）
（高34）
（高35）
（高35）
（高36）
（高36）
（高36）
（高36）
（高37）
（高37）
（高37）
（高38）
（高38）
（高38）
（高39）
（高39）
（高39）
（高40）
（高40）
（高40）
（高40）
（高41）
（高41）
（高41）
（高41）
（高42）
（高42）
（高42）
（高42）
（高43）
（高43）
（高44）
（高44）
（高44）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）

正 木 一 行
山 本 鉄 平
岸 本 敏 英
中 塚 佳 子
松 林 　 勲
大 森 達 也
吉 村 博 隆
赤 江 泰 介
待 鳥 繁 隆
本 岡 文 亜
魚 屋 由 美
藤 原 　 良
安 田 　 薫
家 氏 純 子
妙　中　いつか
北 江 直 樹
森 本 龍 介
河 田 直 子
澁 谷 恒 一
長 澤 達 朗
原 　 敏 生
小阪田　泰　子
荻 野 心 平
柏 井 康 彦
林 　 郁 子
川 田 直 寛
堰 本 　 愛
中 山 智 裕
桑 野 　 浩
西 田 　 寛
藤 井 美 穂
井 上 祐 輔
中 原 初 実
砂 川 祐 子
庄 司 博 美
門　地　あゆみ
八 木 勇 磨
田 中 章 浩
東 　 達 也
大 滝 　 掬
前 田 瑠 依
稲 岡 孝 介
山 田 昌 代
藤 村 泰 仁
永 島 陽 子
大 西 賞 尚
籠 谷 真 奈
島 津 高 英

（高45）
（高45）
（高46）
（高46）
（高46）
（高47）
（高47）
（高48）
（高48）
（高48）
（高49）
（高49）
（高49）
（高50）
（高50）
（高50）
（高50）
（高51）
（高51）
（高51）
（高51）
（高52）
（高52）
（高52）
（高52）
（高53）
（高53）
（高53）
（高54）
（高54）
（高54）
（高55）
（高55）
（高55）
（高56）
（高56）
（高56）
（高56）
（高57）
（高57）
（高57）
（高58）
（高58）
（高58）
（高58）
（高59）
（高59）
（高59）

糟 谷 一 郎
井 澤 一 勝
武 田 秀 男
長谷川　和　夫
高 倉 幸 七
粕 谷 　 衛
金 川 俊 成
永 井 万 介
釜 谷 研 造
畑 谷 一
田 中 愛 子
藤 田 　 勇
内 山 慶 人
鷺 澤 素 子
菅 原 啓 文
石 原 謙 一
坂 田 雅 文
西 海 郁 雄
西 谷 　 正
立 花 幸 子
藤 原 義 昭
石 山 昌 子
井 上 勝 博
冨 田 銕 哉
礒 野 　 達
上 田 佳 子
十 倉 茂 明
内　藤　美栄子
井 原 源 介
大 辻 利 弘
神 吉 賢 一
長谷川　好　一
内 田 明 美
後　藤　太原麿
土　師　さかゑ
原 　 雅 子
阿 江 縫 子
長谷川　　　募
松 田 欣 治
山 口 久 子
籠 谷 紘 義
菅 野 正 子
堀　井　扶佐子
竹 内 和 弘
松 崎 正 俊
三 宅 隆 宏
住 友 義 男
福 田 嘉 子

（中８）
（中13）
（中14）
（中17）
（中18）
（中19・20）
（高１）
（高２）
（高第２）
（高３）
（高４）
（高４）
（高５）
（高５）
（高５）
（高６）
（高６）
（高６）
（高６）
（高７）
（高７）
（高８）
（高８）
（高８）
（高９）
（高９）
（高９）
（高９）
（高10）
（高10）
（高10）
（高10）
（高11）
（高11）
（高11）
（高11）
（高12）
（高12）
（高12）
（高12）
（高13）
（高13）
（高13）
（高14）
（高14）
（高14）
（高15）
（高15）

廣　島　麻衣子
井　上　紗和子
尾 上 　 馨
山　本　明日美
松 尾 弘 毅
木 村 拓 也
青 田 亜 希
豊 田 成 隆
原 　 佳 織
穐 山 隼 也
來 住 翔 太
杉 田 耕 介
三木原　良　輔
新 田 　 薫
西 田 早 織
蓬 莱 翔 吾
菅 藤 理 也
佐 伯 直 澄
野 田 　 葵
松 本 悠 希
永 井 翔 龍
正　川　みのり
見 塚 圭 一
米 田 奈 生
伊 賀 優 花
木 村 雄 亮
千 歳 吾 朗
津 村 海 謡
池　野　和之介
坂 本 晴 輝
中 村 遥 佳
三 好 菜 月
南 　 奈 緒
吉 田 篤 史
溝　口　真梨奈
遠 藤 由 基
畑 　 颯 太
渡 邊 千 加
塩 谷 　 優
上　田　大一郎
長谷川　和　弥
山 本 悠 太
樋　口　夕希子
橋　本　満理奈
南 利 昴 汰
信 田 涼 介
福　田　めぐみ
松 本 夏 実

（高59）
（高60）
（高60）
（高60）
（高60）
（高61）
（高61）
（高61）
（高61）
（高62）
（高62）
（高62）
（高62）
（高63）
（高63）
（高63）
（高64）
（高64）
（高64）
（高64）
（高65）
（高65）
（高65）
（高65）
（高66）
（高66）
（高66）
（高66）
（高67）
（高67）
（高67）
（高67）
（高68）
（高68）
（高68）
（高68）
（高69）
（高69）
（高69）
（高69）
（高70）
（高70）
（高70）
（高70）
（高71）
（高71）
（高71）
（高71）

年次幹事一覧
令和元年６月１日現在
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事業名 開催回数

総会 1

新年懇親会 1

会計監査 1

新年次幹事懇談会 1

本部役員会 5

オール役員会 1

総務委員会 8

文化委員会 3

体育委員会 2

入会式 1

支部総会 8

年次同窓会 12

平成30年度事業報告書

平成30年度 清流会収支決算書
（平成30年6月1日〜令和元年5月31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　決算額−予算額＝マイナスの時▲	 単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．会 費 等 収 入 8,000,000 7,821,500 ▲ 178,500
卒 業 生 会 費 6,750,000 6,441,000 ▲ 309,000 3,000円×2147件（前年度：6,585,000）
在 校 生 会 費 1,220,000 1,214,500 ▲ 5,500
特 別 寄 付 金 30,000 166,000 136,000 21件

２．雑 収 入 1,500,000 1,478,046 ▲ 21,954 総会、新年会、利息、クオカード他
３．周 年 事 業 よ り 0 484,770 484,770
４．前 年 度 繰 越 2,550,602 2,550,602 0

合　　計 12,050,602 12,334,918 284,316

支出の部　　　　　　　　　　　　決算額−予算額＝マイナスの時▲	 単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．事 務 費 1,220,000 1,130,606 ▲ 89,394
事 務 手 当 650,000 623,000 ▲ 27,000
消 耗 品 費 100,000 83,140 ▲ 16,860 文具、コピー他
通 信 費 230,000 193,032 ▲ 36,968 電話、ハガキ他
振 込 手 数 料 230,000 216,662 ▲ 13,338 年会費振込手数料他
雑 費 10,000 14,772 4,772 残高証明手数料他

２．会 議 費 160,000 110,630 ▲ 49,370
諸 会 合 費 120,000 92,441 ▲ 27,559 オール・本部役員会
総 務 委 員 会 費 20,000 5,739 ▲ 14,261
文 化 委 員 会 費 10,000 12,450 2,450
体 育 委 員 会 費 10,000 0 ▲ 10,000

３．事 業 費 9,320,000 8,584,355 ▲ 735,645
総 会 ・ 新 年 会 費 2,000,000 1,765,305 ▲ 234,695 総会167名、新年会78名
清 流 発 行 発 送 費 4,500,000 4,352,955 ▲ 147,045
会 員 美 術 展 開 催 費 350,000 237,079 ▲ 112,921
ゴ ル フ 等 開 催 費 20,000 20,000 0 ゴルフ・グラウンドゴルフ大会
支 部 活 動 費 650,000 600,000 ▲ 50,000 支部会、年次会祝い他
旅 費 交 通 費 300,000 241,000 ▲ 59,000 支部会への出席旅費交通費他
部 活 動 等 助 成 金 800,000 805,908 5,908 部活動支援
国 際 交 流 助 成 金 200,000 200,000 0
奨 励 表 彰 費 400,000 327,108 ▲ 72,892 新入会員記念品、表彰
慶 弔 費 100,000 35,000 ▲ 65,000 お祝い、弔電、餞別等
そ の 他 0 0 0

４．予 備 費 1,050,602 0 ▲ 1,050,602
５．周 年 事 業 支 出 300,000 300,000 0 周年事業支出
６．次 年 度 繰 越 2,209,327 2,209,327

合　　計 12,050,602 12,334,918 284,316
　収入　12,334,918　　支出　10,125,591　　　　次年度繰越　2,209,327

　　　　　　　周年記念事業等特別会計決算書（2019年5月31日）	 単位：円
項　　　　目 金　　　額 摘　　　　要

前 年 度 繰 越 金 8,206,879
ゆうちょ銀行定額貯金	 2,808,000
ゆうちょ銀行総合	 2,667,237
三井住友（スーパー定期4口）	 2,731,642 

一 般 会 計 へ 繰 出 金 ▲ 484,770 利息21含む
一般会計からの繰入金 300,000
利 息 178

合　計（次年度繰越金） 8,022,287
ゆうちょ銀行定額貯金	 2,808,000
ゆうちょ銀行総合	 2,967,261
三井住友（スーパー定期3口）	 2,247,026

　　　　　　　　　　教育助成基金会計報告書（2019年5月31日）	 単位：円
項　　　　目 金　　　額 摘　　　　要

前 年 度 繰 越 金 8,654 三井住友（普通）
利 息 0
支 出 0
合 計 8,654 次年度へ繰越

監　査　報　告
平成30年度決算、並びに周年記念事業等特別会計について、通帳、諸帳簿を監査した
結果、すべて正確かつ適切に記入されていることを報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年6月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査　泉　　　正　紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査　土　屋　光　世
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総務委員会	 委員長　坂田　亨（高35回）
　総務委員会では、年会費納入率や総会への参加率の向上、
同窓会行事の内容充実をテーマに協議を重ねています。今年
度は2020年発行の会員名簿の作成準備に入ります。皆さま
には、あて先不明者の情報提供にご協力をお願いします。
　また現在、納入のＰＲ、納めやすくする工夫などを検討中
の年会費ですが、納入がまだの方はぜひ下記へお振込をお願
いします。
　　会費納入先：
　　　 但陽信用金庫　本店　普通　口座番号　5385680
　恒例となっています総会（平成30年
８月５日開催）は19才〜88才まで、
165名の参加があり、親睦を深めると
共に福引で素敵な景品を持ち帰ってい
ただきました。また、新年会（平成31
年１月11日開催）には77名の参加があ
り、アコーディオン奏者の島崎純子さんの生伴奏での即興カ
ラオケが大好評でした♪
　本年度の総会は令和元年８月４日（日）午前11時からの
予定です。大勢の参加をお願いします。
　最後に、支部等の設立や同窓会事業へのご相談やご提案が
あれば、清流会事務局（電話079-421-0373、月、木の午前
中）へお気軽にお問合せ下さい。

文化委員会　	 委員長　丸山　浩之（高30回）
　清流第54号も20ページの構成となりました。寄稿にご協

力いただいた会員の皆様、本当にありがとうございました。
これまでに無いこととしては、今回は特に「清流文庫」の紹
介記事の関連で、そのリストを別紙で添付しております。
　私にとっては、新任でいきなりの委員長は荷が重いのです
が、委員の皆様や本部役員のご協力をいただきながら務めさ
せていただきますので、よろしくお願いいたします。

体育委員会　	 委員長　井岡　徳多郎（高28回）
　平成30年度体育委員会では、二つの事業を行いました。
①�第116回清流会ゴルフ大会を平成30年９月13日に加古川ゴルフ
倶楽部にて開催致しました。

　�　優勝は明石 知史朗様（高16回）、準優勝 三村 浩之様（高24
回）でした。おめでとうございます。

②�第13回清流会グランドゴルフ大会を平成31年４月12日に日岡
山公園サッカー場で開催いたしました。

　�　優勝は大西 康彦様（高18回）、準優勝 岸田 信様（高８回）で
した。桜満開の陽気の中、皆さん元気一杯楽しくプレーされて
いました。

　令和元年度も引き続き二つの事業を予定しております。
①�第117回清流会ゴルフ大会
　日時：令和元年９月12日（木）　場所：加古川ゴルフ倶楽部
②�第14回清流会グランドゴルフ大会
　日時：未定（春先の暖かい時期）　場所：日岡山公園サッカー場
※�初参加の方も含めて、皆様と楽しい時間をすごしたいと思って
おりますので多くの参加をお待ちしております。

地域支部総会・職域支部総会・年次会について
　開催されるときは、本部事務局へご連絡をお願いしま
す。会長（代理）がお祝金をお届けし、母校の近況報告を
させていただきます。
　年次会の開催にあたっては、案内状発送の便宜を図るた
め、年次会員の宛名シール等を用意いたします（但し有料
です。詳しくは事務局まで。）
住所など変更の場合
　住所、氏名などに変更が生じたときは事務局へご連絡くだ
さい。
お祝いについて
　１．�還暦・古稀・傘寿・米寿・白寿のお祝いはすべて

3,000円とします。（但し、総会出席者のみです）
　２．叙勲・褒章受章は祝電をお送りします。
会員死亡の場合
　全会員を対象に弔電をお送りいたしますので、事務局へ
お知らせください。（香料は差し上げていません）

特別寄附金ご協力のお願い
　同窓会費は在校生の部活動の支援にも使わせていただい
ています。在校生の活躍は同窓生にとっても大きな喜びで
すが、それなりの費用がかかるのもまた現実問題としてあ
ります。
　年次同窓会での余剰金や慶事記念行事の際などにご寄附い
ただければ幸いです。

　会員の皆様に年会費納入のお願いをした上に、誠に心苦
しいのですが母校支援のための特別寄附金（金額はいくら
でも結構です）のご協力をお願い申し上げます。
　同封の振込用紙をご利用ください。

但陽信用金庫本店営業部　普通5461365
兵庫県立加古川東高等学校清流会特別寄附

会長　大庫　隆夫

委員会からの報告

　各界で活躍されている清流会員で、叙勲、褒章、表彰などを受章さ
れた方々を祝意を込めて紹介させていただきます。（順不同、敬称略）
　全ての情報が必ずしも事務局に寄せられているわけではありません
ので、ご紹介できずに失礼していることがあると思います。
　今後もご紹介を続ける予定ですので、情報をお寄せ下さるようお願
いいたします。

叙勲・褒章・表彰のお祝い
＜2018年秋の叙勲＞
　瑞宝双光章　加藤　敏雄（高11回）	 元公立中学校長
　旭日小綬章　西川　隆雄（高13回）	 　
　瑞宝双光章　渡辺　進市（高13回）	 元警視長
　瑞宝双光章　曽根　真正（高15回）	 保護司

＜2019年春の叙勲＞
　瑞宝中綬章　神吉　賢一（高15回）	 兵庫県立大学名誉教授
　瑞宝小綬章　田寺　和徳（旧職員）	 元公立高校長
　瑞宝中綬章　平田　建喜（高19回）	元山形地検検事正

全日本パン協同
組合連合会長

清流会からのお知らせとお願い
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　恒例の総会が近づいてきました。会員であればどなたでも参
加可能です。お誘い合わせのうえご出席下さいますよう、ご案
内申し上げます。

　日　時　令和元年８月４日（日）
　　　　　　11：30〜（受付 11：00〜）
　会　場　加古川プラザホテル（Tel：079-421-8877）
　会　費　6,000円
　次　第　�①総会 

②在校生によるアメリカ研修報告 
③�講演　竹花 豊氏（高20回） 

　　　元東京都副知事、元警察庁局長 
　　　認定NPO法人おやじ日本理事長

　　　　　④懇親会（豪華景品の福引あり）�

◎�ご出席の方は、同封のハガキで７月26日までにご返信ください。
◎��懇親会では、白寿（中11）米寿（高３・併中１）傘寿（高11）古希
（高21）還暦（高30）の方へお祝いをしております。該当する回
生の方は、ぜひご出席ください。

◎��各支部長・評議員様は、10時からの全国支部長会・評議
員会にご出席をお願いいたします。

年会費納入のお願い
　清流会の事業は会員の皆様からの年会費でまかなわれています。近年は会費納入者が逓減化の傾向にあり
ます。在校生の支援や同窓生の交流事業を進めるために年会費3,000円の納入をお願いいたします。納入期限
は令和２年5月31日になっておりますが、早期の納入にご協力を重ねてお願いいたします。
　納入に際しては同封の振込用紙（コンビニ、郵便局、但陽信用金庫）をご利用ください。手続きが初回の
みで済み、毎年窓口で振り込む手間が不要になる但陽信用金庫の「定額自動送金サービス」を利用して納入
することもできますのでご利用ください。

会費納入先：但陽信用金庫　本店　普通　口座番号　5385680

清流会では、ホームページも開設しております。

http://seiryu-kai.jp/
年次会の案内や報告にご利用ください。会員のトピック
スなども歓迎いたします。
東京支部や稲美支部のホームページにもリンクしています。
ぜひ、ご覧ください。
facebookの清流会グループページもご利用ください。

https://www.facebook.com/groups/seiryu/

会費納入者 3,000人目標！（平成30年度 会費納入者2,147人）
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送付先　
〒675-0039 
兵庫県加古川市加古川町粟津232-2
加古川東高校内　清流会
TEL 079-421-0373　
FAX 079-421-8464

清流会ホームページ令和元年度

〜 光はつねに東より 〜


